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大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立国語研究所の発足 1
2009 年度～2011 年度年報の発刊にあたって
　国立国語研究所は，国語に関する総合的研究機関として 1948（昭和 23）年に創設され，独立行政
法人を経て，2009（平成 21）年 10 月 1 日に大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所
となりました。創設から 60 年以上の歴史の中で画期的と称してよい大変革であった大学共同利用機











































る報告書（1946 年 3 月）を出したほどである。こういった国語国字問題を早急に解決するためには，
個人の主観的な意見ではなく，広範囲から収集した客観的な資料に基づく研究が必要であった。その
ため，国語審議会は 1947（昭和 22）年 9 月に「国語国字問題の重要性にかんがみ，大規模の基礎的
調査機関を設けて，その根本的解決をはかられんことを望む。」という建議を文部大臣に提出した。




















大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立国語研究所の発足 3
　以上のように，創設から 2009 年 9 月末日までの国立国語研究所は，国の言語政策に資するための調
査研究を行う機関として「国研（こっけん）」の愛称で親しまれ，国民の言語生活や全国方言に関す
る大規模な調査，日本語教師の養成などに多大な成果を上げた。ところが，独立行政法人の整理合理
化計画の一環として，政府は 2007（平成 19）年 12 月の閣議決定において幾つかの独立行政法人を廃止・
転換することを決定し，その中で国立国語研究所が大学共同利用機関に移管することが定められた。
●大学共同利用機関への移行
　国立国語研究所を大学共同利用機関に移管するとした 2007（平成 19）年 12 月の閣議決定を受け，
文部科学省は，国語に関する学術研究の研究体制・研究組織の今後の在り方や国による支援の在り方
などを検討するため，2008（平成 20）年 1 月に科学技術・学術審議会学術分科会学術研究推進部会に「国
語に関する学術研究の推進に関する委員会」を設けた。同委員会は，日本語関係の主要学会（日本言
語学会，日本語学会，日本音声学会）を含む有識者による懇談会を経て，2008（平成 20）年 7 月に
次の 2 点を骨子とする報告書「国語に関する学術研究の推進について」をまとめた（報告書の詳細は



























4 大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立国語研究所の発足
関係者から，新研究所においても日本語教育に関する研究を継続すべきであるという意見が出たこと


















　2009（平成 21）年 3 月に成立した法律では，もうひとつ，「人間文化研究機構への移管後二年を目
途として当該業務を担う組織及び当該業務の在り方について検討を加え，その結果に基づいて所要の
措置を講ずるものとする」という附則第 15 条が付け加えられた（巻末資料 pp.260-261. 資料 3 ）。







































2009 年 10 月 10 日（土）（国立国語研究所）
　設置記念講演会　14：00 ～ 16：40
　　基調講演 1　影山太郎「複合語のタイポロジーと日本語の特質」
　　基調講演 2　 Bernard Comrie (Director, Department of Linguistics, Max Planck Institute for 















6 大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立国語研究所の発足
　引き続き 10 月 11 日と 12 日の 2 日間にわたって，4 つのシンポジウムで構成される国際学術フォー
ラム「日本語研究の将来展望」が開催された（p.141 参照）。なお，日本語教育については，新しい日































成 23）年 10 月から 2012（平成 24）年 1 月まで続き，2012（平成 24）年 2 月 29 日に両委員会合同の
報告書「国立国語研究所の業務及びこれを担う組織の在り方に関する検討について」が公開された。
結論のみを要約すると次のようになる（詳細は巻末資料 pp.264-266. 資料 5 ）。




























方面の要望を受けて「国立国語研究所設置法」が 1948（昭和 23）年 12 月 20 日に公布施行され，国
家的な国語研究機関である国立国語研究所の設置が実現したのである。この後，独立行政法人（2001（平









































































































































　井上　　優　　言語対照研究系教授（～ 2011 年 3 月 31 日）
　大西拓一郎　　時空間変異研究系教授（～ 2012 年 3 月 31 日）
　木部　暢子　　時空間変異研究系客員教授（2010 年 4 月 1 日　時空間変異研究系長就任）
　窪薗　晴夫　　理論・構造研究系客員教授（2010 年 4 月 1 日　理論・構造研究系長就任）
　迫田久美子　　日本語教育研究・情報センター客員教授（2011 年 10 月 1 日～）
　　　　　　　　（2012 年 4 月 1 日　日本語教育研究・情報センター長就任予定）
　角田　太作　　言語対照研究系長（～ 2012 年 3 月 31 日）
　前川喜久雄　　言語資源研究系長 / コーパス開発センター長
　横山　詔一　　理論・構造研究系教授 / 研究情報資料センター長
 任期：2009 年 10 月 1 日～ 2011 年 9 月 30 日（2 年間）












































































































































































































































































　Stephen Wright HORN（オックスフォード大学（イギリス）・PD 研究員）　受入教員：田中　牧郎







































































































































　共同研究プロジェクトとして，基幹型（15 件），領域指定型（6 件），独創・発展型（7 件），萌芽・































・ 公開の研究発表会を 3 回，班ごとの打ち合わせ会議を 2 回開いた。そのうち，2010 年 7 月に国
語研で開催したものは，全国的な研究集会である「形態論・レキシコンフォーラム」と連携した
ことにより，2 日間で延べ 150 名の参加を得た。











　 ドイツ・Max Planck 研究所との連携による動詞クラスの国際シンポジウム（2011/4，ライプチ











　 論文はComrie & Malchukov (eds.) Valency Classes in the World’s Languages (Mouton de Gruyter), 


































・ 共同研究者を 28 名に増やしたことに加え，2 回の公開研究発表会（6 月，8 月，10 月）および 2
回の国際シンポジウム（12 月のアクセントシンポジウム，1 月の促音シンポジウム）を開催した
ことにより，国内外に研究者ネットワークを形成した。










③ 若手研究者養成のため，PD フェロー（2 名）を雇用した。また研究発表会と国際シンポジウム
へ多数の若手研究者の参加を可能にし，研究発表の場を提供した。
④プロジェクト独自のホームページを開設し，研究発表会や国際シンポジウムの情報を発信した。




いて公開の研究発表会を合計 6 回（計 14 日）実施し，合計 95 件の研究発表（ポスター発表含む）
を行うことができた。このうち海外からの発表が合計 35 件（招聘研究者 8 名分を含む），若手研究
者の発表が 32 件（うち 23 件に対し旅費の支援）であった。とりわけバンス班と合同で行った国際
シンポジウム ICPP 2011 では国内外から 150 名を超える参加者を得て，研究成果の発信，国際的
研究の推進，若手研究者の養成などの点で予想以上の成果を収めることができた。
　国際的な研究成果の発信という点では，これまでの成果を複数の国際会議で口頭発表しただけ
でなく，海外の研究誌The Linguistic Review に方言アクセントの論文が採択・掲載され，また前
年度開催した国際会議（ISAT 2010, GemCon 2011）の主要論文（合計 14 本）をとりまとめ国際誌



























































































（リーダーは井上史雄氏）との連携を深め，7 月と 8 月に合同で研究発表会を実施した。
　第 4 回鶴岡調査については，朝日新聞，読売新聞などによる報道のほか，NHK 山形放送局によ


































② 2010 年 9 月に鹿児島県喜界島方言（奄美語）の合同調査を実施した。
＜特に成果があがった点等＞
①  9 月に鹿児島県喜界島で合同調査を行った。共同研究員 21 名，若手研究者 14 名（学振 PD3 名，
大学院生 11 名），合計 35 名が参加し，合同で調査を実施した。また，方言の調査・記述・分析
に関する意見交換を行った。
②  9 月に喜界町において，市民向けの「喜界町文化講演会」，および高校生生向けの「喜界高校キャ
リアアップガイダンス」を開催した。
③  2010 年 11 月より 2013 年 2 月まで，調査参加者が喜界町の広報誌「きかい」にリレーでエッセ
イを連載した。
④ 国立国語研究所第 3 回国際学術フォーラム「方言の多様性を守るために」を開催した。来場者
224 名。その講演内容を NINJAL フォーラムシリーズ『日本の方言の多様性を守るために』（2011
年 3 月）として刊行した。
《2011 年度の主要な成果》
①  2011 年 9 月に沖縄県宮古島において合同調査を行った。共同研究員 14 名，大学院生 12 名，若
手研究者 13 名，合計 39 名が参加し，4 日間で 45 名のインフォーマントの調査を行った。
② 『消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究―喜界島方言調査報告書』（国立国語研究所共














　・ 『日本語の研究』7-4（2011 年 10 月，日本語学会）の特集「琉球語を見る／琉球語から見る」
に本プロジェクトの共同研究員 4 名，プロジェクト PD フェロー 1 名が論文を発表。

















































よりも早く年度内に全体（約 18.5 時間分，約 40 万字相当）を完了することができた。
4. 社会貢献面については，プロジェクトの成果が反映されたメンバーの著書（田中ゆかり『「方言































・ 2009 年度に行った「事前研究」の内容を 3 種類の報告書にすることで，成果の具体化・データベー
ス化した。
＜特に成果があがった点等＞






圏論の再検証 ―近畿を中心に―」（2011 年 12 月）をとおして検討できた。なお，後者の公開研究











































語の現在 ―リンガフランカとしての姿―』（2011 年 9 月，明治書院）を出版した。続けて，マ
リアナ篇，サハリン篇を刊行する予定である。また，データ集として，本年度は，『サハリンに








































































ス日本語学ワークショップ」の開催である。今年度は 54 件の応募があり，そのうち 20 件が共同研
究者以外の研究発表であった。本プロジェクの活動が共同研究の枠を超えて社会的に認知されつつ
38 Ⅱ 共同研究と共同利用
あると考える。ちなみに 2011 年 8 月には，震災により 2010 年度より繰り越した「BCCWJ 完成記





き言葉均衡コーパス』検索法の講習会を 3 回（NINJAL チュートリアル 2 回と所内講習会 1 回）開
催した。また，萌芽・発掘型研究「会話の韻律機能に関する実証的研究」（代表者：小磯花絵）と
協力して，『日本語話し言葉コーパス』の一部を RDB テーブル化し，RDB ソフトによる検索を可
能とし，その講習会を 2 回開催した。その後，希望する共同研究員には RDB検索用インターフェー
スソフトの購入をサポートした。
　このような普及活動を実施するととともに，従来からコーパスを使い慣れたメンバーには積極的
に論文を発表するよう要請している。2010，2011 両年度で学会誌に掲載された査読論文が 9 本あり，


















































































　 Tasaku Tsunoda (ed.) Adnominal Clauses and the ‘Mermaid Construction’: Grammaticalization 


























































































































































































































































































































































































































査，実時間調査の手法を用いて行うことを目的とする。2011 年に刊行された Peter Trudgill の
Sociolinguistic Typology（Edinburgh University Press）をその類型化の手がかりとし，日本国内
外で形成された地域社会（地方都市，ニュータウン，移民社会）をフィールドとした調査研究を実






























































































































































































えた。2011 年 12 月 9 日に一般公開した。
（3）ネットを利用して見出しが編集できる環境（エディタ）を開発した。
　上記の基盤を利用して，
































































・ 調査地域（能代）での共同研究発表会（一般公開）の実施（2011 年 12 月）をはじめとして，さ
まざまな地域，機関，学会，国際学会，マスコミ等の招聘・依頼に応じて成果報告，成果の応用・
援用も含めた講演，ワークショップ，解説等を行った。









































る研究を実施し，プロジェクト研究発表会（12 月開催）で 4 件，理論・構造研究系プロジェクト












































































































































　2010 年 11 月に開始した本プロジェクトは，2010 年度中は 3 月に研究発表会を行った。2011 年
度は副詞“全然”に関する研究というテーマのもとで，これまでほとんど使われてこなかった中国
資料や日記，昭和 10 年代の学術誌といった資料に基づき各自が研究を行い，メンバー 4 名が 6 月
と 9 月の研究発表会で 2 名ずつ発表した。その際及びその後の意見交換・討論を経て，10 月の日
本語学会でブース発表を行った。ここでは，「“全然”は本来否定を伴うべき副詞である」という規
範意識は昭和 10 年代にはまだ発生していなかった可能性が高いことを明らかにした。この発表に
ついては，日本経済新聞ウェブ版「ことばオンライン」（12 月 13 日掲載）で取り上げられ，アク













































できるように多くの情報が付与されていることが望ましい。欧米では，1 億語規模の BNC に対し，









































































































































































































































































































































































































































































































































































































○第 1 号（2010 年 5 月）
　影山太郎
　　「『国語研プロジェクトレビュー』〈NINJAL Project Review〉の刊行にあたって」pp.1-2.




　　  “Japanese and the Other Languages of the World”, pp.29‒45.
○第 2 号（2010 年 7 月）
　 国際学術フォーラム「日本語教育における教育と研究の融合 ―過去と未来を繋ぐ―」（2010 年 3
月 21 日開催）プログラム，pp.1
　Rod Ellis
　　  “Does Explicit Grammar Instruction Work?”, pp.3-22.
　木部暢子
　　「方言アクセントの誕生」pp.23-35.
○第 3 号（2010 年 3 月）
　Andrej L. Malchukov
　　  “Towards a Typology of Transitivity Splits”, pp.1-15.
　窪薗晴夫
　　「語形成と音韻構造 ―短縮語形成のメカニズム―」pp.17-34.
○第 4 号（2011 年 3 月）
　朱 京偉
　　「蘭学資料の三字漢語についての考察 ―明治期の三字漢語とのつながりを求めて」pp.1-25.
　Armin Mester & Junko Ito
　　  “A Note on Unstressability”, pp.27‒44.






















　　「文字コードの標準化 ―ISO/IEC 10646 の開発―」pp.43-45.
〈著書紹介〉
　プラシャント・パルデシ




　　 Haruo Kubozono“Accentuation of alphabetic acronyms in varieties of Japanese”Lingua 120: 
2323-2335 (2010), pp.51-54.


























各年度に 2 回（5 月と 11 月），オンラインと冊子体の両形態で発刊している。












　　  “Left-Dislocation in Japanese and Information Structure Theory”, pp.77-92.
　朱 京偉
　　「在華宣教師の洋学資料に見える三字語 ―蘭学資料との対照を兼ねて―」pp.93-112.























○ NINJAL フォーラムシリーズ『日本の方言の多様性を守るために』（2011 年 3 月 31 日）












































































　 1966 年～ 1974 年にかけて刊行した『日本言語地図』に掲載された全地図の画像を PDF 形式で公
開したもの。
・方言文法全国地図































○NINJAL International Conference on Phonetics and Phonology (ICPP 2011)
2011 年 12 月 10 日～ 14 日（京都大学）
　Session 1
　〔Invited lecture 1〕
　　Jeroen van de Weijer (Shanghai International Studies University)
　　　  “Rendaku in the combined model”
　　John Kupchik (Kyoto University, JSPS)
　　　  “Rendaku as a rhythmic stabilizer in Eastern Old Japanese poetry”
　Session 2
　　Mark Irwin (Yamagata University)
　　　  “Rendaku dampening and preﬁxes”
　　 Mutsuko Ihara, Katsuo Tamaoka and Hyunjung Lim (Chiba University/Nagoya university/
Tamaguchi Prefectural University)
　　　  “Rendaku and markedness: Phonetic and phonological eﬀects”
　　Shigeto Kawahara (Rutgers University)
　　　  “Lyman's Law is active in loan and nonce words: Evidence from judgement studies”
　Session 3
　〔Invited lecture 2〕
　　Yutaka Suzuki (Bunkyo Gakuin University)
　　　  “The history of Rendaku research - How Lyman's law has been accepted”
　Session 4
　〔Invited lecture 3〕
　　 John Kingston and Shigeto Kawahara (University of Massachusetts at Amherst/Rutgers 
University)
　　　  “The phonological consequences of geminate phonetics”
　Session 5
　　Feng-fan Hsieh and Yueh-chin Chang (National Tsing Hua University)
　　　  “Gemination in Taiwanese diminutives: A typological anomaly?”
　　Masako Fujimoto (NINJAL)
　　　  “Physiological characteristics of Sokuon: A preliminary study”
Ⅱ 共同研究と共同利用 77
　　Wayne P. Lawrence (The University of Auckland)
　　　  “ Geminate plosives in Japanese and Ryukyuan - A phonological perspective on a phonetic 
diﬀerence”
　Session 6
　　Ranjan Sen (University of Sheﬃeld)
　　　  “The Littera-rule: Inverse compensatory lengthening in Latin”
　　Somdev Kar (IIT Popar)
　　　  “Gemination before liquids in Bangla”
　　Shashikanta Tarai (IIT Madras)
　　　  “ Role of gemination and degemination in the adaptation of loanwords:A study of English 
loanwords in Japanese and Arabic loanwords in Odia”
　Poster session 1
　　1. Mizuki Miyashita (The University of Montana)
　　　“Phonetics-phonology of geminate and triplet consonants in Blackfoot”
　　2. Setyo Prasiyanto Cahyono and Raden Arief Nugroho (Dian Nuswantoro University)
　　　“Errors in pronunciation of ﬁnal stop consonants by Indonesian EFL”
　　3. Yasushi Otaki (Tokyo University of Foreign Studies)
　　　“A diachronic account of consonant gemination in Japanese”
　　4. Yutaka Sato, Mahoko Kato and Reiko Mazuka (RIKEN BSI/RIKEN BSI/ RIKEN BSI, Duke 
University)
　　　“Development of single/geminate obstruent discrimination by Japanese infants”
　　5. Saris Phoongprasertying and Phanintra Teeranon (Mae Fah Luang University)
　　　“ Students' reﬂection stimulated through cross learning session to drive change of learning 
activities”
　　6. Miki Taniguchi-Tagashira (Tokai University)
　　　“Analysis of tone and function on conjunctions using the corpus of spontaneous Japanese”
　　7. Takehiro Shioda (NHK Broadcasting Culture Research Institute)
　　　“The age diﬀerence of Rendaku on nationwide surveys”
　　8. Emil Tanev (Osaka University)
　　　“World knowledge and competition in the information-prosody interface”
　Session 7
　　Emiko Kaneko, Ian Wilson and Yusuke Abe (University of Aizu)
　　　  “ Gemination of final consonants in English nonsense words:The effects of orthography, 
vowel duration, and borrowers' L2 proﬁciency on loanword adaptation”
　　Itsue Kawagoe and Akiko Takemura (Kyoto Sangyo University/NINJAL)
　　　  “ Geminate perception of English-like words by Japanese native speakers:Diﬀerences in the 
borrowed forms of "chapter" and "Chaplin"”
　　Toshiyuki Tabata (Chiba University)
　　　  “Geminate nature of [eng] in Japanese loanwords”
　Session 8
　〔Invited lecture 4〕
　　Rachid Ridouane (CNRS, University of paris 3)
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　　　  “The phonetics and phonology of geminate consonants”
　Session 9
　　Mahjoub Zirak and Peter M. Skaer (Hiroshima University)
　　　  “Evidence of gemination in Persian”
　　Mohammed Nour Yousef Abu-Guba (Sharjar University)
　　　  “Gemination in English loanwords in Jordanian Arabic”
　Session 10
　　 Wencui Zhou and Carlos Gussenhoven(Max Planck Institute for Psycholinguistics/Radboud 
University Nijmegen, Queen Mary University of London)
　　　  “Exploiting the eﬀect of pitch contour shape on perceived duration”
　　 Yoko Mori, Tomoko Hori and Donna Erickson (Doshisha University/Tokyo National College of 
Technology/Showa Music University)
　　　  “ The roles of duration, F0, F1, and jaw displacement in the realization of accent for English 
vs. Japanese speakers”
　　 Mafuyu Kitahara, Ken'ya Nishikawa, Yosuke Igarashi and Reiko Mazuka (Riken BSI, Waseda 
University/RIKEN BSI/RIKEN BSI, Hiroshima University/RIKEN BSI, Duke University)
　　　  “Delayed-fall of pitch accents in Japanese Infant-Directed and Adult-Directed Speech”
　Session 11
　〔Invited lecture 5〕
　　Stuart Davis (Indiana University)
　　　  “Surveying strategies of loanword prosody”
　　Dongmyung Lee (Dong-A University)
　　　  “Tone patterns of the loanword compounds in South Kyungsang Korean”
　Session 12
　　Zhuting Chang and Dianne Bradley (CUNY Graduate Center)
　　　  “Tonal assignment for English loanwords in Mandarin: An experimental approach”
　　Karen Huang (University of Hawaii)
　　　  “ Another look at the prosody of English loanwords in Taiwan Mandarin ‒ A case study of 
an online forum”
　　Siu-lun Lee & Chen Yongyin (The Chinese University of Hong Kong)
　　　  “Tonal structure and stress patterns of English loanwords in Cantonese and in Japanese”
　Session 13
　　Haruo Kubozono and Mikio Giriko (NINJAL)
　　　  “ Where does loanword prosody come from? Analysis of alphabetic acronyms in Japanese 
dialects”
　　Shin'ichi Tanaka (Kobe University)
　　　  “Syllable weight, word length and compound accentuation in Japanese”
　　Yuki Asano and Bettina Braun (University of Konstanz)
　　　  “ Integrating lexical and post-lexical suprasegmental information in native and non-native 
Japanese”
　Poster session 2
　　1. Tetsuo Nishihara (Miyagi University of Education)
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　　　“On the stress placement in blending phonological headedness”
　　2. Yoko Saikachi, Mafuyu Kitahara, Ken’ya Nishikawa, Ai Kanato and Reiko Mazuka (RIKEN 
BSI/RIKEN BSI, Waseda University/RIKEN BSI/Waseda University/RIKEN BSI, Duke 
University)
　　　“Acoustic analysis of lexical pitch accent in Japanese Infant-Directed speech”
　　3. Tokiko Okuma (McGill University)
　　　“L2 acquisition of Japanese compound noun accent rules”
　　4. Mariko Sugahara (Doshisha University)
　　　“Variations in the shiki domain formation of Kinki Japanese compound words: A pilot study”
　　5. Si Chen and Caroline Wiltshire (University of Florida)
　　　“Diﬀerences of tone representation between younger and older speakers of Nanjing dialect”
　　6. Anastasia Karlsson and Arthur Holmer (Lund University)
　　　“Pragmatic function of low boundary tone in Puyuma: Question intonation and beyond”
　　7. Toshio Matsuura (Hokusei Gakuen University)
　　　“Question prosody and intonational phrasing in Fukuoka Japanese”
　Session 14
　　Carlos Gussenhoven (Radboud University Nijmegen, Queen Mary University of London)




　　　  “Intonation at the end of interrogative sentences in Japanese dialects”
　Session 15
　〔Invited lecture 7〕
　　Annie Rialland (CNRS, University of Paris 3)
　　　  “The African "Lax" question prosody: Its realizations and areal distribution”
　　 Bruce Connell, Elven Koo, Will Bennett and Ebitare Obikudo (York University/University of 
Toronto/Rutgers University/University of Port Harcourt)
　　　  “Question prosody in two Nigerian languages”
　Session 16
　　Hyun Kyung Hwang (NINJAL/JSPS)
　　　  “Pre-and post-focal compression and question prosody”
　　Nicholas Bacuez (The University of Texas at Austin)
　　　  “Linguistic vagueness: Applying soft-computing to closed questions prosody”
　　Kenji Yoshida (Indiana University)
　　　  “Phonetic evidence for the three phonological pitch levels in Japanese dialects”
　Session 17
　　Junko Ito and Armin Mester (UC Santa Cruz, ICU/UC Santa Cruz, NINJAL)
　　　  “Non-prominent positions”
　　Hisao Tokizaki (Sapporo University)
　　　  “Japanese as an accent and stress language”
　　James Byrnes (University of Tronto)
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　　　  “Towards a universal framework of pitch accent languages”
　Session 18
　　Radwa Fathi (Universite Paris 7/LLF-CNRS)
　　　  “Length, duration and some other prosodic aspects of Colloquial Egyptian Arabic (CEA)”
　　Yasunori Takahashi (Tokyo University of Foreign Studies/JSPS)
　　　  “Eﬀects of morpho-syntactic and phonetic factors on two tone sandhi in Shanghai Chinese”
　　Shigeki Kaji (Kyoto University)
　　　  “Lokolé, the talking drum of the Mongo”
Ⅱ．その他の国際会議
○国際学術研究集会：漢字漢語研究の新次元














○ International Syimposium on Accent and Tone 2010（ISAT 2010）





　　Harry van der Hulst (University of Connecticut)
　　　  “Typology of pitch accent systems”
　　Zendo Uwano (NINJAL)
　　　  “Types of accent kernels and their geographical distribution in Japanese”
　Session　2
　　Tetsuo Nitta (Kanazawa University)
　　　  “On the accent of the Shiramine dialect”
　　Haruo Kubozono (NINJAL)
　　　  “Accent of the Koshikijima dialect”
　Session　3
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　　Yosuke Igarashi (Hiroshima University)
　　　  “Typology of prosodic phrasing in Japanese dialects from a cross-linguistic perspective”
　　Carlos Gussenhoven (Radboud University Nijimegen)
　　　  “A typology of tones, with reference to the intonation of some varieties of English”
December 20 (Mon)
　Session　4
　　José I. Hualde (University of Illinois, at Urbana-Champaign)
　　　  “Basque prosody”
　　Ryan Bennett and Robert Henderson (University of California Santa Cruz)
　　　  “Accent of Uspanteko, a Mayan language”
　　Yeonju Lee (Hokkaido University)
　　　  “ The accent system and phrasal intonation in Middle Korean as compared with the accent 




　　1. Hyesun Cho (Seoul National University)
　　　“Phonologically-conditioned variations in tonal timing in Tokyo Japanese”
　　2. Mikio Giriko, Takao Ohshita and Haruo Kubozono (NINJAL / Kobe University / NINJAL)
　　　“On the accent of the plural morpheme [zu] in Japanese: The emergence of the unmarked”
　　3. Hyun Kyung Hwang (JSPS)
　　　“Overriding Syntactic Islands with Prosodically Marked Wh-scope”
　　4. Shinichiro Ishihara (Johann Wolfgang Goethe-Universität Frankfurt am Main)
　　　“Intonation of wh-questions with lexically unaccented wh-phrases”
　　5. Masahiko Masuda (Kyushu University)
　　　“Tone sandhi in Suzhou Chinese”
　　6. Toshio Matsuura (Hokusei Gakuen University)
　　　“An acoustic-phonetic investigation of word tone in Nagasaki Japanese”
　　7. Tatsuyuki Mimura (Kogakuin University)
　　　“Prosody of the compounds in the Sandnes dialect of Norwegian: A descriptive study”
　　8. Dongmyung Lee (Dong-A University)
　　　“On accentless words in South Kyungsang Korean”
　　9. José Joaquín Atria, Takuya Kimura, Hirotaka Sensui, Miyuki Takasawa and Atsuko 
Toyomaru (Tokyo University of Foreign Studies / Seisen University / Nanzan University / 
Waseda University / Takushoku University)
　　　“ Inﬂuence of sentence intonation in the perception of Spanish accent position by Japanese 
learners”
　　10. Shuichiro Nakao (Kyoto University)
　　　“'Split prosody' in Juba Arabic, an Arabic-based pidgin”
　Group B
　　1. Mariko Sugahara (Doshisha University)
　　　“The perception of English stress: English speakers vs. Japanese speakers”
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　　2. Izumi Takiguchi (Sophia University)
　　　“Eﬀects of pitch cues on the identiﬁcation of vowel length in L2 Japanese”
　　3. Akiko Takemura (Kobe University)
　　　“ Ｆ Tonal change in Kagoshima Japanese: the case of noun+ga (nominative)"
　　4. Hajime Takeyasu and Mikio Giriko (Mie University/NINJAL)
　　　“Eﬀects of the lexical accent on the perception of geminate stops in Japanese”
　　5. Timothy J. Vance (NINJAL)
　　　“Lyman's description of the late 19th-century Tokyo accent system”
　　6. Kyoko Yamaguchi (The University of Tokyo)
　　　“Deaccenting morphemes in Japanese”
　　7. Tetsuo Nishihara (Miyagi University of Education)
　　　“On phonological head and stress placement: From a variety of viewpoints”
　　8. Noa Nishimoto (Kyoto University)
　　　“Morphological derivation and stress shift in the Tandroy dialect of Malagasy”
　　9. Markus Rude (Tsukuba University)
　　　“ Raising awareness on accentuation and its meaning among students of German:The 
inﬂuence of symbolic vs. geometric visualizations of sentence stress in teaching materials”
　　10. Hisao Tokizaki (Sapporo University)
　　　“Prominence location in languages with tone and pitch accent”
　Session　6
　　Tomas Riad (Stockholm University)
　　　  “Culminativity in Swedish in comparison with Japanese, Basque and Greek”
　　René Kager (Utrecht University)
　　　  “Typology of stress language: with special reference to stress windows”
　General discussion
○International Symposium:Interdisciplinary approaches to oral history data
2011 年 8 月 28 日（ハワイ大学マノア校）
　Panel 1: Purpose of the Symposium
　　Yoshiyuki Asahi (National Institute for Japanese Language and Linguistics)
　　　  “Why use oral history records for linguistic studies?”
　Panel 2: Oral History Records in Hawai‘i
　　Warren and Michiko Nishimoto (University of Hawai‘i at Mānoa)
　　　  “Oral History Interviews with Japanese in Hawai‘i”
　　Brian Niiya (Japanese Cultural Center of Hawai‘i)
　　　  “Resources in the Collection of the Japanese Cultural Center of Hawai‘i”
　　Yosihiko Sinoto (Bishop Museum)
　　　  “Japanese Immigrant Material Collections in the Bishop Museum”
　Panel 3: History of Japanese Immigrants and Oral Records
　　Kosuke Harayama (National Museum of Japanese History)
　　　  “ Rethinking exhibitions of Japanese - American immigration history: Learning from our 
museum's special exhibition experiences”
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　Panel 4: Inﬂuence of Japanese Language in Hawai‘i
　　 Yoshihiko Asahi, Gavin Furukawa and Mie Hiramoto (National Institute for Japanese Language 
and Linguistics, University of Hawai‘i at Mānoa and National University of Singapore)
　　　  “Japanese language in Hawai‘i”
　Panel 5: Research Based on Oral History Data
　　Katie Drager (University of Hawai‘i at Mānoa)
　　　  “ Using Oral History Data to Study Language Change: Examples from Māori, English, and... 
Japanese?”
　　Timothy Vance (National Institute for Japanese Language and Linguistics)
　　　  “Rendaku in non ‒ Tokyo dialects and in the Japanese of immigrants to Hawai‘i”
　Commentary & discussion








































































○合同発表会 Japanese Language Variation and Change Conference 2012
2012 年 3 月 20 日（国立国語研究所）
　招待講演
　　Peter Trudgill
















































































































































































































　　　「2 種類の重起伏音調のふるまいの違い ―鳥取県の n+1 型アクセント体系を例にして―」




















　　　「甑島方言のアクセント ―High Tone Deletion を中心に」
　2011 年 5 月 21 日～ 22 日（神戸大学）
　（消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究（リーダー：木部暢子）との合同研究発表会）



























　　 五十嵐陽介（広島大学），田窪行則（京都大学 / 国立国語研究所客員），林 由華（京都大学），久
保智之（九州大学）
　　　「琉球語宮古池間方言の三型アクセント体系」






　　 Mutsuko Ihara (St. Marianna University School of Medicine), Katsuo Tamaoka (Nagoya 
University), Hunjung Lim (Yamaguchi Prefectural University)
　　　  “Rendaku and markedness: Phonetic and phonological eﬀects”





　2012 年 2 月 16 日～ 17 日（滋賀県大津市）
　（日本語レキシコン ―連濁事典の編纂（リーダー：ティモシー・バンス）との合同研究発表会）
　　Session 1　Haruo Kubozono (NINJAL)
　　［Keynote lecture 1］
　　Edward Flemming (MIT)
　　　  “ Violations are ranked, not constraints: A revised model of constraint interaction in 
phonology”
　　Shin-ichi Tanaka (University of Tokyo)
　　　  “ A gradual step toward the theory of deletion and epenthesis in Harmonic Serialism: 
Placeless and mannerless segments at the intermediate pass”








　　Session 3　Itsue Kawagoe (Kyoto Sangyo University)
　　Emil Tanev (Osaka University)
　　　  “On measuring prominence”
　　［Keynote lecture 2］
　　Jongho Jun (Seoul National University)
　　　  “ Speakers’ knowledge of alternation is uni-directional: Evidence from Seoul Korean verb 
paradigms”
　　Session 4　Zendo Uwano (NINJAL)
　　西原哲夫，Adrian Leis（宮城教育大学）




　　Yuki Asahi (University of Tokyo)
　　　  “Acquisition of vowel harmony: A theoretical implication”





　　Session 6　Timothy J. Vance (NINJAL)
　　Ayat Hosseini (University of Tokyo)
　　　  “F Acoustic correlates of stress in unaccented, accented and focused words of Persian”
　　Shigeto Kawahara (Rutgers University)
　　　  “Abrupt amplitude changes imply male names: A case of acoustic-based sound symbolism”
　　 Seunghun Lee, Melanie Pangilinan, Sang-Im Lee and Shigeto Kawahara (Central Connecticut 
State University/Rutgers University/New York University/Rutgers University)
　　　  “An acoustic comparison of palatal fricatives and whistled fricatives in Xitsonga”
○日本語レキシコンの文法的・意味的・形態的特性
　プロジェクトリーダー　影山太郎







































































































　　　「日本語の複合動詞文「A が B と（お互いに）V+ 合う」に関する統語論的考察」
































































　2011 年 6 月 4 日～ 5 日（山形テルサ）
　　Mark Irwin（山形大学）
　　　「The Rendaku Database: A Mid-Term Report」
　　玉岡賀津雄（名古屋大学）












　　　  “The Intractable Problem of Rendaku in Sino-Japanese Elements”
　　大野和敏（中国 広州）
　　　「連濁研究についての覚書」






　　 Mutsuko Ihara，Katsuo Tamaoka，Hunjung Lim （Chiba University， Nagoya University， 
Yamaguchi Prefectural University）
　　　  “Rendaku and markedness: Phonetic and phonological eﬀects”





　2012 年 2 月 16 日～ 17 日（滋賀県大津市）
　（日本語レキシコンの音韻特性（リーダー：窪薗晴夫）との合同研究発表会）
　　Session 1　Haruo Kubozono (NINJAL)
　　［Keynote lecture 1］
　　Edward Flemming (MIT)
　　　  “ Violations are ranked, not constraints: A revised model of constraint interaction in 
phonology”
　　Shin-ichi Tanaka (University of Tokyo)
　　　  “ A gradual step toward the theory of deletion and epenthesis in Harmonic Serialism: 
Placeless and mannerless segments at the intermediate pass”







　　Session 3　Itsue Kawagoe (Kyoto Sangyo University)
　　Emil Tanev (Osaka University)
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　　　  “On measuring prominence”
　　［Keynote lecture 2］
　　Jongho Jun (Seoul National University)
　　　  “ Speakers’ knowledge of alternation is uni-directional: Evidence from Seoul Korean verb 
paradigms”
　　Session 4　Zendo Uwano (NINJAL)
　　西原哲夫，Adrian Leis（宮城教育大学）




　　Yuki Asahi (University of Tokyo)
　　　  “Acquisition of vowel harmony: A theoretical implication”





　　Session 6　Timothy J. Vance (NINJAL)
　　Ayat Hosseini (University of Tokyo)
　　　  “F Acoustic correlates of stress in unaccented, accented and focused words of Persian”
　　Shigeto Kawahara (Rutgers University)
　　　  “Abrupt amplitude changes imply male names: A case of acoustic-based sound symbolism”
　　 Seunghun Lee, Melanie Pangilinan, Sang-Im Lee and Shigeto Kawahara (Central Connecticut 
State University/Rutgers University/New York University/Rutgers University)
　　　  “An acoustic comparison of palatal fricatives and whistled fricatives in Xitsonga”
○敬語と敬語意識の半世紀 ―愛知県岡崎市における調査データの分析を中心に―
　プロジェクトリーダー　井上史雄（明海大学）

















　2011 年 2 月 19 日～ 20 日（南山大学）
　　杉崎鉱司（三重大学）












　2012 年 3 月 7 日（南山大学）
　　齋藤 衛（南山大学）



































































































































































　2011 年 5 月 21 日～ 22 日（神戸大学）
　（日本語レキシコンの音韻特性（リーダー：窪薗晴夫）との合同研究発表会）


















　2011 年 7 月 16 日～ 17 日（国立国語研究所）
　（日本語レキシコンの音韻特性（リーダー：窪薗晴夫）との合同研究発表会）






　　7 月 17 日
　　新永悠人（東京大学大学院 /JSPS），小川晋史（国立国語研究所）
　　　「北琉球奄美湯湾方言のアクセントについて」
　　 五十嵐陽介（広島大学准），田窪行則（京都大学 / 国立国語研究所客員教授），林 由華（京都大学），
久保智之（九州大学）
　　　「琉球語宮古池間方言の三型アクセント体系」
　2012 年 2 月 18 日～ 19 日（国立国語研究所）
















































































































　2010 年 10 月 2 日（国立国語研究所）
　　水野義道（京都工芸繊維大学）
　　　「中国東北部における日本語の残存について」






　2010 年 3 月 15 日（国立国語研究所）
　　熊谷康雄（国立国語研究所）
　　　「共同研究大規模方言データによる多角的分析の目的と概要」




















































　2010 年 8 月 2 日（北星学園大学）
　　Asahi Yoshiyuki (NINJAL)







　2010 年 9 月 20 日（国立国語研究所）
　　Mie Hiramoto (National University of Singapore)
　　　  “Phonological Change of Tohoku Dialect Spoken in Hawai‘i”
　2010 年 12 月 11 日（福岡女学院大学天神サテライト）
　　高野照司（北星学園大学）
　　　「札幌方言アクセントの実時間調査～山鼻地区パネル調査から見えてくるもの（その 1）～」
　　Kataoka Kuniyoshi (Aichi University)




　2011 年 9 月 2 日（国立国語研究所）
　　白岩宏行（京都光華女子大学）
　　　「ハワイ移民 1 世に見る方言接触 ―福島県出身者による文法形式の使用―」
　　Mie Hiramoto (National University of Singapore)
　　　  “ Oral history records and linguistics: a case of the northern Japanese plantation immigrants 
in Hawai ‘i”
　2011 年 12 月 9 日～ 10 日（国立国語研究所）
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　　12 月 9 日
　　Jane Stuart-Smith (University of Glasgow)
　　　  “ Theory, method and practice: exploring the relationship between spoken language in the 
media and speech change in society”
　　白岩広行（大阪大学助教），平本美恵（シンガポール大学）
　　　「ハワイ移民１世に見る東西方言の接触 ―文字化資料の整備と新たな発見―」





　2012 年 3 月 19 日（国立国語研究所）
　　朝日祥之（国立国語研究所）
　　　「「言語変容類型論」構築に向けて」
　　Kuniyoshi Kataoka (Aichi University)











　2011 年 3 月 5 日（国立国語研究所）
　　新野直哉
　　　「新語“なにげに”をめぐる国語意識 ―現代「国語意識史」記述の試みとして―」
























　2010 年 8 月 17 日（NAIST 東京事務所）
　　松本裕治（奈良先端科学技術大学院大学）
　　　「コーパスへの統語情報アノテーションに関する諸問題」
　2010 年 12 月 21 日（NAIST 東京事務所）
　　奥村 学（東京工業大学）
　　　「語義タグ付コーパスを用いた自然言語処理」
















































　　　「コーパスをめぐる 2，3 の報告 ―作家の表現の比較ほか―」
○通時コーパスの設計
　プロジェクトリーダー　近藤泰弘








　2010 年 9 月 20 日（国立国語研究所）
　　岡部嘉幸（千葉大学）
　　　「近世後期江戸語における副詞「必ず」について ―否定と呼応する場合を中心に―」
















































































　2010 年 11 月 18 日（国立国語研究所）
　　柏野和佳子（国立国語研究所）
　　　「 PACLIC24 ポ ス タ ー 発 表 報 告：An Approach toward Register Classiﬁcation of Book 




























































　2009 年 12 月 12 日（国立国語研究所）
　　下地理則（群馬県立女子大学）
　　　  “Noun-concluding constructions in Irabu Ryukyuan”
　　金 廷珉（松山大学）
　　　  “Noun-concluding construction in Korean”
　　アンナ・ブガエワ（早稲田大学）
　　　  “Noun-concluding and related construction in Ainu (or Mermaid and Co.)”
　2010 年 3 月 27 日（国立国語研究所）
　　桐生和幸（美作大学）
　　　  “Adnominal clauses and noun-concluding constructions in Kathumandu Newar”
　　梅谷博之（東京大学）
　　　  “ Preliminary remarks on the noun-concluding (or mermaid) construction in Khalkha 
Mongolian”
　　アンドレイ・マルチューコフ（国立国語研究所客員）
　　　  “Towards a typology of transcategorial operations: focus on deverbalization”
　　アンドレイ・マルチューコフ（国立国語研究所客員）
　　　  “Some remarks of noun concluding constructions「エヴェン語」”
　2010 年 7 月 24 日～ 25 日（国立国語研究所）
　（節連接へのモーダル的・発話行為的な制限（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）
　　井土愼二（愛知県立芸術大）
　　　  “Noun-concluding constructions in Kathumandu Newar”
　　加藤昌彦（大阪大）







　　　  “Questionnaire for Five Levels”
　2010 年 10 月 16 日～ 17 日（国立国語研究所）
　（節連接へのモーダル的・発話行為的な制限（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）














　2010 年 12 月 11 日～ 12 日（国立国語研究所）
　（節連接へのモーダル的・発話行為的な制限（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）














　2011 年 4 月 23 日～ 24 日（国立国語研究所）
　（節連接へのモーダル的・発話行為的な制限（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）















　2011 年 6 月 25 日～ 26 日（国立国語研究所）
　（節連接へのモーダル的・発話行為的な制限（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）
















　2011 年 10 月 15 日～ 16 日（国立国語研究所）
　（節連接へのモーダル的・発話行為的な制限（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）

















　2011 年 12 月 10 日～ 11 日（国立国語研究所）
　（節連接へのモーダル的・発話行為的な制限（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）














　2012 年 3 月 10 日～ 11 日（国立国語研究所）
　（節連接へのモーダル的・発話行為的な制限（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）























　　　  “Modal and speech-act constraints on clause-linkage in Amdo Tibetan”
　2010 年 3 月 28 日（国立国語研究所）
　　角田太作（国立国語研究所）
　　　  “Five levels: summary so far”
　　角田太作（国立国語研究所）
　　　  “Questionnaire for Five Levels”
　　角田太作（国立国語研究所）
　　　  “Five levels: Warrongo「ワロゴ語」”
　　角田太作（国立国語研究所）
　　　  “Five levels: Djaru「ジャル語」”
　　アンドレイ・マルチューコフ（国立国語研究所客員教授）
　　　「エヴェン語とロシア語」
　2010 年 7 月 24 日～ 25 日（国立国語研究所）
　（形容詞節と体言締め文：名詞の文法化（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）
　　井土愼二（愛知県立芸術大）
　　　  “Noun-concluding constructions in Kathumandu Newar”
　　加藤昌彦（大阪大）






　　　  “Questionnaire for Five Levels”
　2010 年 10 月 16 日～ 17 日（国立国語研究所）
　（形容詞節と体言締め文：名詞の文法化（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）















　2010 年 12 月 11 日～ 12 日（国立国語研究所）
　（形容詞節と体言締め文：名詞の文法化（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）














　2011 年 4 月 23 日～ 24 日（国立国語研究所）
　（形容詞節と体言締め文：名詞の文法化（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）














　2011 年 6 月 25 日～ 26 日（国立国語研究所）
　（形容詞節と体言締め文：名詞の文法化（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）

















　2011 年 10 月 15 日～ 16 日（国立国語研究所）
　（形容詞節と体言締め文：名詞の文法化（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）
















　2011 年 12 月 10 日～ 11 日（国立国語研究所）
　（形容詞節と体言締め文：名詞の文法化（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）















　2012 年 3 月 10 日～ 11 日（国立国語研究所）
　（形容詞節と体言締め文：名詞の文法化（リーダー：角田太作）との合同研究発表会）

















　プロジェクトリーダー　井上 優（～ 2011 年 3 月）プラシャント・パルデシ（2011 年 4 月～）































































































































































　2010 年 11 月 20 日（国立国語研究所）
　　テーマ「日本語教育研究における学習者コーパスの役割」
　　李 在鎬（国際交流基金 日本語試験センター）
































　2011 年 10 月 31 日（関西学院大学）
　　野山 広（国立国語研究所）













































○第 2 回　2010 年 2 月 22 日
　伊藤順子（米国・カリフォルニア大学サンタクルーズ校）
　　  “Parsing constraints and the prosodic hierarchy”
○第 3 回　2010 年 3 月 19 日
　柴谷方良（米国・ライス大学）
　　「理論研究と方言研究をつなぐもの ―準体助詞の機能と展開―」
○第 4 回　2010 年 5 月 8 日
　Andrej Malchukov（国語研客員教授）
　　  “Cross-linguistically rare patterns of case-marking and their theoretical implications”
○第 5 回　2010 年 5 月 21 日
　下地理則（群馬県立女子大学）
　　「統語記述におけるテキストの重要性 ―琉球語伊良部方言を例に―」
○第 6 回　2010 年 6 月 8 日
　南 雅彦（米国・サンフランシスコ州立大学）
　　「語りの結束性・一貫性 ―日英バイリンガル児童の作話をどう評定するか―」
○第 7 回　2010 年 7 月 8 日
　朴 鎭浩（韓国・ソウル大学校）
　　「韓国口訣資料の電子的構造化」
○第 8 回　2010 年 9 月 24 日
　Robin Lickley（英国・クィーン マーガレット大学）
　　  “Issues in the production and perception of disﬂuent speech”
　Dale Barr（英国・グラスゴー大学）
　　  “Mutual understanding and the paradox of egocentrism in communication”
○第 9 回　2010 年 10 月 19 日
　Armin Mester（米国・カリフォルニア大学サンタクルーズ校，国語研客員教授）
　　  “The loanword debate in German and Japanese: a linguistic perspective”
○第 10 回　2010 年 11 月 16 日
Ⅱ 共同研究と共同利用 129
　Peter Hook（米国・ミシガン大学）
　　  “Complex Predicates in Hindi-Urdu”
○第 11 回　2010 年 12 月 21 日
　Wayne Lawrence（ニュージーランド・オークランド大学）
　　「北琉球方言の音調再建について」
○第 12 回　2011 年 1 月 18 日
　John Whitman（米国・コーネル大学 / 国語研客員教授）
　　「文法理論の観点からみた脱文法化（Degrammaticalization）―日本語の「ケレド」を中心に―」
○第 13 回　2011 年 2 月 15 日
　Wesley Jacobsen（米国・ハーバード大学教授 / 国語研客員教授）
　　「日本語条件文における時間とモダリティーの相互関連性 ―「仮定性」の意味的根源を探って―」
○第 14 回　2011 年 5 月 17 日
　辻村成津子（米国・インディアナ大学）
　　「「てある」構文における社会言語学的「ゆれ」」




○第 16 回　2011 年 5 月 17 日
　Sean Lee（東京大学大学院総合文化研究科大学院生），長谷川寿一（東京大学）
　　  “Bayesian phylogenetic analysis supports an agricultural origin of Japonic languages”
○第 17 回　2011 年 10 月 18 日
　Anna Bugaeva（早稲田大学）
　　  “Valency patterns, voice alternations, and verb-categorization in Ainu”
○第 18 回　2011 年 11 月 15 日
　Greville G. Corbett（英国・サリー大学）
　　  “Complex morphology in the Caucasus: a canonical approach”
○第 19 回　2011 年 12 月 6 日
　Jane Stuart-Smith （英国・グラスゴー大学）
　　  “Does watching TV alter the way you speak? Empirical evidence from an urban dialect”
○第 20 回　2012 年 2 月 14 日
　金水 敏（大阪大学）
　　「日本語の動詞活用の歴史的変化の一側面 ―統語論の観点から―」
○第 21 回　2012 年 3 月 20 日
　Peter Trudgill（英国・イーストアングリア大学）





○第 1 回　2009 年 11 月 17 日
　プラシャント・パルデシ（言語対照研究系）
　　「言語理論と日本語教育の融合を目指して」
○第 2 回　2009 年 11 月 24 日
　朱 京偉（理論・構造研究系客員教授，北京外国語大学）
　　「日中語彙交流の課題へのアプローチ」
○第 3 回　2009 年 12 月 8 日
　井上 優（言語対照研究系）
　　「日本語・韓国語・中国語の「体言締め文」」
○第 4 回　2009 年 12 月 22 日
　前川喜久雄（言語資源研究系）
　　「日本語の ‘ﬁnal lowering'（発話末下降）について」
○第 5 回　2010 年 1 月 19 日
　高田智和（理論・構造研究系）
　　「国語研本『金剛頂一切如來眞實攝大乘現證大教王經』の書誌と訓点」
○第 6 回　2010 年 2 月 2 日
　山崎 誠（言語資源研究系）
　　「語彙の分布から見るテキストの統計的特性」
○第 7 回　2010 年 2 月 16 日
　朝日祥之（時空間変異研究系）
　　「接触方言の形成に見られる特性」
○第 8 回　2010 年 3 月 2 日
　島村直己（日本語教育研究・情報センター）
　　「近代学校と寺子屋 ―文字教育を中心に―」
○第 9 回　2010 年 4 月 6 日
　横山詔一（理論・構造研究系），阿部貴人（研究情報資料センター非常勤研究員）
　　「共通語化研究はおもしろいのか？」
○第 10 回　2010 年 4 月 13 日
　ティモシー・バンス（理論・構造研究系）
　　「Benjamin S. Lyman と連濁 ―法則の発見―」
○第 11 回　2010 年 4 月 20 日
　山口昌也（言語資源研究系）
　　「相互教授モデルに基づく作文支援システムの開発と実践」
○第 12 回　2010 年 5 月 11 日
　阿部貴人（研究情報資料センター非常勤研究員）
　　「岡崎敬語調査における「丁寧さの段階付け」の再検討」
○第 13 回　2010 年 5 月 18 日
　木部暢子（時空間変異研究系長）
　　「ゴンザの記録した日本語（じつは薩摩語）について」








○第 16 回　2010 年 6 月 15 日
　窪薗晴夫（理論・構造研究系）
　　「語形成と音韻構造 ―外来語短縮を中心に―」
○第 17 回　2010 年 6 月 22 日
　角田太作（言語対照研究系）
　　「日本語研究からの一般言語学への貢献」




○第 19 回　2010 年 7 月 6 日
　新野直哉（時空間変異研究系）
　　「“役不足”の「正用」と「誤用」の勢力図 ―世論調査と実例調査の「ズレ」―」








○第 22 回　2010 年 7 月 27 日
　小磯花絵（理論・構造研究系）
　　「話者交替に関する漸進的発話末予測モデルの検討 ―コーパスに基づく定量的分析を通して―」
○第 23 回　2010 年 9 月 7 日
　今村泰也（言語対照研究系プロジェクト非常勤研究員）
　　「日本語から見たヒンディー語の関係節 ―いわゆる「外の関係」を中心に―」
○第 24 回　2010 年 9 月 14 日
　邱 學瑾（外来研究員 / 博報招聘研究員 / 台湾技術学院）
　　「 台湾人日本語学習者における日本語の漢字語彙処理の問題点 ―単語認知の研究結果に基づい
て―」








○第 27 回　2010 年 9 月 28 日
　上野善道（理論・構造研究系客員教授）
　　「奈良田方言について」
○第 28 回　2010 年 10 月 5 日
　小林正行（コーパス開発センター非常勤研究員）
　　「狂言台本における例示の副助詞デモ」
○第 29 回　2010 年 10 月 12 日
　儀利古幹雄（理論・構造研究系プロジェクト PD フェロー）
　　「東京方言における外来語複合名詞アクセントの平板化」
○第 30 回　2010 年 10 月 26 日
　アラン H. キム（外来研究員，南イリノイ大学）
　　「 奈良朝古語における尊敬の接尾語「賜」の消滅をめぐって ―その文法化に及ぼした通時的余 
波―」
○第 31 回　2010 年 11 月 2 日
　プラシャント・パルデシ（言語対照研究系）
　　「意図性と他動性の相関関係の解明を目指して ―理論的研究と実証的研究の融合の事例研究―」
○第 32 回　2010 年 11 月 9 日
　山泉 実（言語対照研究系非常勤研究員）
　　「日本語の左方転移構文と無助詞名詞句 ―情報構造理論的考察―」
○第 33 回　2010 年 11 月 17 日
　ウィリアム・マクルア（ニューヨーク市立大学クイーンズ校）
　　「日本語の学習を通して学べることは何 ―言語学と文化―」




○第 35 回　2010 年 12 月 7 日
　井上 優（言語対照研究系）
　　「テンスと文法」
○第 36 回　2010 年 12 月 14 日
　三井はるみ（理論・構造研究系）
　　「「～てほしい」の共通語としての普及とその背景」
○第 37 回　2011 年 1 月 11 日
　神崎享子（理論・構造研究系プロジェクト PD フェロー）
　　「形容詞的な意味機能をもつ「名詞＋の」について」
○第 38 回　2011 年 1 月 25 日
　金 愛蘭（時空間変異研究系プロジェクト非常勤研究員）
　　「20 世紀後半の新聞における外来語の基本語化」
○第 39 回　2011 年 2 月 1 日
　大西拓一郎（時空間変異研究系）
　　「コ言語変化と方言分布の変化」




○第 41 回　2011 年 2 月 22 日
　丸山岳彦（言語資源研究系）
　　「話し言葉の文法」
○第 42 回　2011 年 3 月 1 日
　佐野大樹（コーパス開発センタープロジェクト特別研究員）
　　「評価表現の分類と『日本語アプレイザル評価表現辞書（態度表現編）』の構築」
○第 43 回　2011 年 3 月 8 日
　鑓水兼貴（時空間変異研究系非常勤研究員）
　　「言語地図にみる方言変化・共通語化」
○特別編 1　2012 年 3 月 29 日
　発題者：野山 広，宇佐美洋，田中牧郎，山田貞雄　司会：木部暢子
　　「今回のような大震災において，言葉の研究に携わる者は何ができるのか」
○特別編 2　2012 年 4 月 5 日
　発題者：高田智和，丸山岳彦　司会：木部暢子
　　「続編：今回のような大震災において，言葉の研究に携わる者は何ができるのか」
○第 44 回　2011 年 4 月 19 日
　田中牧郎（言語資源研究系）
　　「近代漢語の定着 ―『太陽コーパス』に見る―」
○第 45 回　2011 年 5 月 10 日
　ケリー・ラッセル（外来研究員，オックスフォード大学 PD 研究員）
　　「通時コーパスで使用する辞書の構築について」
○第 46 回　2011 年 5 月 10 日
　儀利古幹雄（理論・構造研究系プロジェクト PD フェロー）
　　「チーム名を形成する形態素「ズ」のアクセント分析 ―無標の表出について―」
○第 47 回　2011 年 5 月 31 日
　前川喜久雄（言語資源研究系）
　　「PNLP の音声的形状と言語的機能」
○第 48 回　2011 年 6 月 7 日
　永野マドセン泰子（外来研究員，博報招聘研究員，スウェーデン イェーテボリ大学）
　　「首里方言にみる法接尾辞と疑問文イントネーション」
○第 49 回　2011 年 6 月 21 日
　小川晋史（時空間変異研究系プロジェクト PD フェロー）
　　「琉球語の表記法について」
○第 50 回　2011 年 6 月 28 日
　影山太郎（所長，理論・構造研究系）
　　「言語におけるデキゴトの世界とモノの世界 ―影山班「事象と属性チーム」研究経過報告」
○第 51 回　2011 年 7 月 5 日
　竹田晃子（時空間変異研究系非常勤研究員），三井はるみ（理論・構造研究系）
　　「「全国方言文法の対比的研究」調査の概要とそのデータ分析（1）―原因・理由表現―」




○第 53 回　2011 年 7 月 26 日
　須永哲矢（コーパス開発センタープロジェクト奨励研究員），小木曽智信（言語資源研究系）
　　「形態素解析辞書『中古和文 UniDic』とコロケーション強度を利用した中古語の単語認定」




○第 55 回　2011 年 9 月 13 日
　黄 賢暻（外来研究員 / 日本学術振興会外国人特別研究員）
　　「 疑問詞疑問文とフォーカスのイントネーション ―日本語福岡方言と韓国慶尚南道方言の場 
合―」
○第 56 回　2011 年 9 月 20 日
　角田太作（言語対照研究系）
　　「変な受動文：「熊がやむを得ず射殺されました。」」
○第 57 回　2011 年 10 月 25 日
　竹村亜紀子（理論・構造研究系プロジェクト PD フェロー）
　　「方言習得における親の母方言の影響 ―鹿児島方言の場合―」




○第 59 回　2011 年 11 月 8 日
　長屋尚典（言語対照研究系プロジェクト PD フェロー）
　　「日本語から見たタガログ語の名詞修飾構文 : 言語対照研究が教えてくれること」
○第 60 回　2011 年 11 月 22 日
　和田 潔（研究情報資料センター非常勤研究員）
　　「常用漢字表の基礎調査」
○第 61 回　2011 年 11 月 29 日
　小西 円（日本語教育研究・情報センタープロジェクト奨励研究員）
　　「日本語教育のための文法記述を考える」
○第 62 回　2011 年 12 月 13 日
　新野直哉（時空間変異研究系）
　　「現代における「言語意識史」記述の試み ―新語“なにげに”について」
○第 63 回　2011 年 12 月 20 日
　小磯花絵（理論・構造研究系）
　　「会話における復唱発話」
○第 64 回　2012 年 1 月 17 日
　プラシャント・パルデシ（言語対照研究系）
　　「マックスプランク研究所での滞在を振り返って」




○第 66 回　2012 年 1 月 31 日
　小椋秀樹（言語資源研究系）
　　「コーパスに基づく表記のゆれに関する予備調査」
○第 67 回　2012 年 1 月 22 日
　高田智和（理論・構造研究系），山田貞雄（研究情報資料センター）
　　「国語研究所所蔵の言語研究資料 ―和古書と近代語関係資料―」





































・ 「国立国語研究所 蔵書目録データベース」を Web 検索できる。
・ 図書館間文献複写サービス（NACSIS-ILL）により，所属機関の図書館を通して複写を申し込み，
郵送で受け取ることができる。
　　　所蔵資料数（2012 年 3 月 31 日現在）
図書 雑誌
日本語 117,922 冊 5,135 種
外国語 028,719 冊 0,519 種















































































　2011.10.20 第 3 回西東京地区国立大学法人等共同開催職員研修
　2011.11.14 第 22 回中国日本語教師訪日団
　2012.1.26 文部科学省研究振興局学術機関課
































































　2009 年 10 月 10 日～ 10 月 12 日（国立国語研究所）














　　　“Japanese and the other languages of the world”
　コーパスのデモンストレーション
　方言資料等の展示















































○第 2 回「日本語教育における教育と研究の融合 ―過去と未来を繋ぐ―」
　2010 年 3 月 21 日（国立国語研究所）
　基調講演
　　Rod Ellis
























































○第 5 回「日本語新発見 ―世界から見た日本語―」





















　2011 年 12 月 3 日（鶴岡市立図書館本館）


























































































○第 1 回　2010 年 7 月 29 ～ 30 日（学術総合センター）
　「文法研究の基本問題」
　講師：角田太作（言語対照研究系教授）
○第 2 回　2011 年 5 月 30 日（神戸大学）
　「琉球方言の調査・研究法 ―喜界島方言―」
　講師：木部暢子（時空間変異研究系教授）
○第 3 回　2011 年 7 月 22 日（恵比寿スバルビル）
○第 4 回　2011 年 9 月 29 日（神戸大学）
　「数字の音韻論」
　講師：窪薗晴夫（理論・構造研究系教授）
○第 5 回　2012 年 2 月 9 日（国立国語研究所）
















































行に合わせて，2009 ～ 2011 年度は（1）属性叙述チームと（2）自他交替チームの研究を重点的に進




性叙述の世界』（影山太郎編，くろしお出版，2012 年 3 月）を刊行した。自他交替チームでは，国語
研とマックスプランク進化人類学研究所との研究協力により，2011 年 4 月 14-17 日にドイツ・ライプ
チヒで開催された Conference on Valency Classes in the World's Languages で発表を行うとともに，
参加した諸国の研究者と交流を深めた。日本語に関する発表は Hideki Kishimoto, Taro Kageyama, 
Kan Sasaki “Valency Classes in Japanese” と題する論文にまとめた（Mouton de Gruyter から出版予
定の論文集Valency Classes in the World’s Languages に掲載予定）。
　また，共同研究のテーマと関連して，The 20th Japanese/Korean Linguistics Conference（University 
of Oxford，2010 年 10 月）及び The 7th International Conference on Practical Linguistics of Japanese 
（San Francisco State University，2011 年 3 月）において，それぞれ “Distorted argument realization 
in agent incorporation”と“When ungrammatical expressions become grammatical”の基調講演を行っ
た。
　研究者社会への貢献としては，院生・大学生・言語学非専門家向けに，共同研究メンバーによるレ
キシコン研究入門書（影山太郎（編）『名詞の意味と構文』大修館書店，2011 年 11 月）を出版した。
また，日本と中国の言語学研究の交流促進を意図して，影山太郎・沈 力（編）『日中理論言語学の新




























　　 “Variation between endocentric and exocentric word structures”, Lingua 120 , pp.2405-2423. 
2010.8.
　影山太郎















　　 「言語学と機械翻訳をつなぐ語彙意味論」，第 1 回産業日本語研究会シンポジウム（東京大学）
2010.2.
　Taro Kageyama
　　 “Distorted argument realization in agent incorporation”, Invited talk at the 20th Japanese/
Korean Linguistics Conference (University of Oxford) 2010.10.
　Taro Kageyama
　　 “When ungrammatical expressions become grammatical”, Invited talk at the 7th International 
Conference on Practical Linguistics of Japanese (San Francisco State University) 2011.3.
　Hideki Kishimoto and Taro Kageyama
　　 “Valency classes in Japanese I: Standard language”, Conference on Valency Classes in the 
World's Languages (Max Planck Institute for Evolutionary Anthropology) 2011.4.
　影山太郎
　　 「属性と事象の区別とその言語学的意義」，日本言語学会第 142 回大会 公開シンポジウム「言語
におけるデキゴトの世界とモノの世界」（日本大学）2011.6.
　影山太郎
　　 「英語学会にとって社会貢献とは？」，日本英語学会第 29 回大会公開シンポジウム「日英語比較
研究の可能性 ―その社会的応用をめぐって―」（新潟大学）2011.11.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】




































1. 海外から著名な研究者を招聘して，アクセントと促音に関する国際会議を合計 3 回開催し，日本国
内の成果を海外に向けて発信した（ISAT 2010，GemCon 2011, ICPP 2011）。
2. 国際会議の成果を論文集として取りまとめ，海外の専門ジャーナルに投稿した。
3. 国内の共同研究者を中心として公開の研究成果発表会を毎年 4 ～ 5 回開催した。
4. 上記の国際シンポジウムおよび研究成果発表会において若手研究者に発表の機会を提供し，また旅
費支援を行うことによって若手研究者の育成に努めた。
5. PD フェローを 2 名雇用し，若手研究者の育成を図った。
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　　 「発音の仕組みをさぐる」，大津由紀雄（編著）『はじめて学ぶ言語学：ことばの世界をさぐる 17 
章』，pp.15-33. ミネルヴァ書房，2009.
　窪薗晴夫
　　 “Accent and the lexicon in Japanese”, Shunji.Inagaki et al. (eds.), Studies in Language Sciences 8, 
pp.31-42. Kurosio Publishers, 2009．
　Haruo Kubozono





　　 “Japanese pitch accent”, Marc van Oostendorp, Colin Ewen, Elizabeth Hume and Keren Rice 
(eds.) The Blackwell Companion to Phonology 5, pp.2879-2907. Malden, MA & Oxford: Wiley-
Blackwell, 2011.
　窪薗晴夫




総合的研究 ―喜界島方言調査報告書』国立国語研究所共同研究報告 11-01，pp.51‒70. 2011.
　Haruo Kubozono




　　 “Accent changes in the past and present: Implications of fieldwork studies for historical 
changes in Japanese”, Proceedings of the 20th International Conference on Historical Linguistics 
（ICHL 2011）（大阪，国立民族学博物館）2011.7.
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　Haruo Kubozono, Hajime Takeyasu, Mikio Giriko and Manami Hirayama
　　 “Pitch cues to the perception of consonant length in Japanese”, Proceedings of the 17th 



























　　「音声研究の新たな展開」，『日本語学』11 月臨時増刊号 . pp.21-28. 明治書院，2011．
　窪薗晴夫















　　 「アルファベット頭文字語の音韻構造」，第 27 回日本英語学会全国大会（大阪大学豊中キャンパス）
［招聘］2009.11.14.
　窪薗晴夫，儀利古幹雄，竹安 大
　　 「日本語の促音知覚について ―リリースの有無に着目して」，Sokuon Workshop（神戸大学）
2009.12.20.
　窪薗晴夫
















　　 “Accent of the Koshikijima Japanese”, International Symposium on Accent and Tone（ISAT 
2010）（国立国語研究所）2010.12.19.
　Mikio Giriko, Takao Ohshita, Haruo Kubozono
　　 “On the accent of the plural morpheme [zu] in Japanese: The emergence of the unmarked”, 
Poster presentation at the International Symposium on Accent and Tone（ISAT 2010）（国立
国語研究所）2010.12.20.
　窪薗晴夫，竹安 大，儀利古幹雄
　　 「日本語促音の「位置効果」について」，International Workshop on Geminate Consonants（GemCon 
2011）（神戸大学）2011.1.9.
　窪薗晴夫









　　 “Varieties of pitch accent systems in Japanese”, International Workshop on Tone and Intonation 
(Netherlands, Radboud Universiteit Nijmegen)［招待講演］2011.9.23.
　窪薗晴夫





　Haruo Kubozono and Mikio Giriko













・ International Symposium on Accent and Tone（ISAT 2010）（国立国語研究所）（企画・運営）
2010.12.19-20.
・ International Workshop on Geminate Consonants（GemCon 2011）（神戸大学）（企画・運営）
2011.1.8-9.
・ 6th Phonology Festa（琵琶湖畔）（企画・運営）2011.2.17-18.
・ 日本英語学会第 29 回大会シンポジウム「言語と言語の接点から見る言語知識の普遍性と個別性」 
（新潟大学）（企画・運営）2011.11.13.
・ International Conference on Phonetics and Phonology（ICPP 2011）（京都大学）（企画・運営）
2011.12.10-14.
・ 7th Phonology Festa（琵琶湖畔）（企画・運営）2012.2.16-17.





































　2011 年 2 月 4 日にプロジェクト計画会議を国語研で行なった。同年 6 月 4 ～ 5 日に山形市内で，
10 月 1 日に国語研で共同研究発表会を開催した。2011 年 12 月 10 ～ 14 日に京都大学で国際シンポジ






　Sachiko Matsunaga and Timothy J. Vance
　　 “Tongue-Twister Eﬀects in the Silent and Oral Reading of Japanese Sentences: An Exploratory 
Study”, Studies in Language Sciences 9, pp.61‒73. Kurosio Publishers, 2010.6.
　Timothy J. Vance








　　 “Benjamin Smith Lyman and rendaku”, University of Michigan Center for Japanese Studies (Ann 
Arbor) 2009.12.
　Timothy J. Vance
　　 “Is renjō (liaison) a live process in Modern Japanese?”，第 5 回音韻論フェスタ（滋賀県大津市）
2010.2.
　Timothy J. Vance
　　 “Shifting to a 2-pattern accent system in Tokyo Japanese? The annoying accentual behavior of 
surnames”, Chinese University of Hong Kong Language Acquisition Laboratory (Hong Kong) 
2010.5.
　Timothy J. Vance
　　 “Transition to a 2-type accent system in Tokyo Japanese? The behavior of surnames”, 20th 
Japanese/Korean Linguistics Conference (Oxford) 2010.10.
　Timothy J. Vance
　　「Benjamin Smith Lyman と連濁：法則の発見」，山形大学 言語学フォーラム（山形市）2010.11.
　Timothy J. Vance
　　「Benjamin Smith Lyman と連濁：法則の発見」，国際教養大学 専門職大学院（秋田市）2010.11.
　Timothy J. Vance
　　 「The Sounds of Japanese（Vance 2008）：練習問題の利用方法」，言語科学会ワークショップ（名
古屋）2010.12.
　Timothy J. Vance
　　「ライマンの音声 ･ 音韻研究」，第 6 回音韻論フェスタ（滋賀県大津市）2011.2.
　Timothy J. Vance
　　 “Benjamin Smith Lyman as a phonetician”，第 7 回日本語実用言語学国際会議（San Francisco）
2011.3.
　Timothy J. Vance
　　 “Sequential voicing (rendaku 連濁) in Sino-Japanese”, National University of Singapore Linguistics 





　　 “English Announcements on JR Commuter Trains in Tokyo: Is She a Native Speaker?”，音韻
論フォーラム（京都）2011.8.
　Timothy J. Vance
　　 “Rendaku in the Japanese of immigrants to Hawaii”, International Symposium: Interdisciplinary 
Approaches to Oral History Data (Honolulu) 2011.8.
　Timothy J. Vance
　　 “The spread of <ou> in recent romanization”, 14th Cognitive Neuropsychology Society 
Conference（名古屋）2011.9.
　Timothy J. Vance, Mizuki Miyashita and Mark Irwin















テム開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究











2010　社会言語科学会 第 9 回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010　国立国語研究所第 1 回所長賞



























井上史雄氏）との連携を深め，7 月と 8 月に合同で研究発表会を実施した。






　Shoichi Yokoyama and Haruko Sanada
　　 “Logistic regression model for predicting language change”, Reinhard Koehler (ed.) Studies 













　　 「コーパス本文批評と統計的検定の考え方」，荻野綱男・田野村忠温（編）『講座 IT と日本語研




















　　 “A statistical analysis of OSH III (Okazaki Survey on Honoriﬁcs III) by a psychological model”, 
The 19th Japanese/Korean Linguistics Conference（ハワイ大学）2009.11.
　横山詔一，朝日祥之，真田治子
　　 「徳川宗賢賞（優秀賞）受賞記念講演」，社会言語科学会第 25 回研究大会（慶應義塾大学）［招待
講演］2010.3.
　横山詔一，朝日祥之
　　 「敬語意識の経年変化は統計モデルで予測可能か」，社会言語科学会第 25 回研究大会（慶應義塾
大学）2010.3.
　横山詔一，阿部貴人，エリク・ロング






　　 「音声共通語化の予測と検証」，日本音声学会第 24 回全国大会（國學院大學）［招待講演］
2010.10.
　横山詔一


























































　 Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Takehiko Maruyama, Masaya Yamaguchi, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Toshinobu Ogiso, Hanae Koiso and Yasuharu Den 
　　 “Design, Compilation, and Preliminary Analyses of Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese”, Proceedings of the 7th conference on International Language Resources and 
Evaluation  (LREC2010), pp.1483-1486. 2010.5.
　 Yasuharu Den, Hanae Koiso, Takehiko Maruyama, Kikuo Maekawa, Katsuya Takanashi, Mika 
Enomoto, and Nao Yoshida
　　 “Two-level annotation of utterance-units in Japanese dialogs: An empirically emerged scheme”, 
Proceedings of the 7th conference on International Language Resources and Evaluation 
(LREC2010), pp.2103-2110. 2010.5.
　Hanae Koiso and Yasuharu Den
　　 “Towards a precise model of turn-taking for conversation: A quantitative analysis of overlapped 
utterances”, Proceedings of the DiSS-LPSS Joint Workshop 2010, pp.55-58. 2010.9.
　Hanae Koiso and Yasuharu Den
　　 “A phonetic investigation of turn-taking cues at multiple unit-levels in Japanese conversation”, 
Proceedings of the 17th International Congress of Phonetic Sciences (ICPhS XVII) , pp.1122-1125. 
2011.8.
　Yasuharu Den, Nao Yoshida, Katsuya Takanashi, and Hanae Koiso
　　 “Annotation of Japanese response tokens and preliminary analysis on their distribution in three-

















　　 「形態素解析辞書のベンチマークテスト ―IPAdic・NAIST-jdic・UniDic のジャンル別精度比較」，






















































成記念講演会 予稿集』，pp.47-52．（JA 共済ビル カンファレンスホール）2011.8.
　小磯花絵，伝 康晴







　　 「『日本語話し言葉コーパス』RDB の構築」，『第 1 回コーパス日本語学ワークショップ予稿集』，
pp.393-400．（国立国語研究所）2012.3.
　五十嵐陽介，小磯花絵
　　 「『日本語話し言葉コーパス』における句末境界音調のピッチレンジ制御」，『第 1 回コーパス日本
語学ワークショップ予稿集』，pp.355-364．（国立国語研究所）2012.3.
　伝 康晴，土屋智行，小磯花絵
　　 「多様な様式を網羅した会話コーパスの共有化」，『第 1 回コーパス日本語学ワークショップ予稿
集』，pp.227-234．（国立国語研究所）2012.3.
　小磯花絵，田中弥生，小木曽智信，近藤明日子
　　 「テキストの多様性をとらえる分類指標の体系化の試み（2）」，『言語処理学会第 18 回年次大会』，
pp.739-742．（広島市立大学）2012.3.
　伝 康晴，小磯花絵

















報処理学会情報規格調査会 SC2 専門委員会 委員，文字情報基盤構築推進委員会 委員，日本言語学会












































　 Miyoung Oh, Jinho Park, John Whitman, Valerio Luigi Alberizzi, Masayuki Tsukimoto, Teiji 
Kosukegawa, Tomokazu Takada.
　　 “Toward an International Vocabulary for Research on Vernacular Readings of Chinese Texts”
（漢文訓讀 Hanwen Xundu）， SCRIPTA2, pp.61-83, The Hunmin jeongeum Society, 2010.9.
　高田智和
　　 「「景観文字」の記録と分析のために」，『世界の言語景観 日本の言語景観』，pp.149-165. 桂書房，
2011.3.
　高田智和























　　 「ISO/IEC 10646 の CJK 統合漢字拡張 C・拡張 D の日本提案文字」，『情報技術標準 NEWS 
LE-TTER』90，pp.17-18. 2011.6.
　高田智和








　　 「デジタル画像資料による文献研究にむけて ―HNG と画像内文字参照システムの統合的運用の
こころみ―」，第 101 回訓点語学会研究発表会（東京大学山上会館）2009.10.
　高田智和






　　 「訓点資料釈文制作における構造化記述の試み」，第 85 回情報処理学会人文科学とコンピュータ
研究会（琉球大学）2010.2.
　間淵洋子，柏野和佳子，山口昌也，高田智和
　　 「コーパスを用いたテキスト分類指標の検討 ―BCCWJ の文書構造情報分析を中心に―」，言語
処理学会第 16 回年次大会（東京大学）2010.3.
　田島孝治，高田智和
　　 「JIS X 0213 文字セット運用のための文字入力支援ツール」，特定領域研究「日本語コーパス」平
成 21 年度公開ワークショップ（研究成果報告会）（東京工業大学）2010.3.
　高田智和
　　 「CJK 統合漢字拡張 C の日本ソース文字」，東洋学へのコンピュータ利用第 21 回研究セミナー 
（京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センター）2010.3.
　高田智和
　　 「台湾の日本語学習者に対する漢字字形デザインの選好調査」，2010 International Conference on 
Japanese Language Education（国立政治大学・台北）2010.7.
　田島孝治，高田智和













　　 「訓点資料デジタル画像化の諸問題」，東洋学へのコンピュータ利用第 22 回研究セミナー（京都
大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学センター）2011.3.
　高田智和，石塚晴通，安岡孝一，當山日出夫，池田証寿
　　 「ワークショップ：文字研究における画像データベースの利活用」，日本語学会 2011 年度春季大
会（神戸大学）2011.5.
　小林龍生，高田智和，秋元良二
　　 「電子書籍における外字・異体字問題に関する一考察」，第 81 回情報処理学会デジタルドキュメ
ント研究会（公立はこだて未来大学）2011.7.
　高田智和
　　 「BCCWJ「書籍コーパス」の JIS 外字」，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』完成記念講演会（JA
共済ビルカンファレンスホール）2011.8.
　高田智和，渡辺さゆり，唐 瓘，白井 純，朴 均轍
　　 「ワークショップ：異文化コミュニケーションとしての漢字・漢語・漢文」，2011 International 






























































　2010 年 10 月に研究を開始。共同研究者を中心とした研究会を重ねるとともに，公開の共同研究発
表会を 3 回開催し，問題意識の共有と研究交流を行った。首都圏若年層における言語の地域差を把握































































【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），純真女子短期大学 講師（1981），福岡女学院短期大学 講師
























1. 2010 年 9 月 9 日～ 15 日に，鹿児島県大島郡喜界町で合同調査を実施した。調査参加者は 35 名（共
同研究者 14 名，共同研究者以外の大学教員等 3 名，プロジェクト研究員 4 名，学振 PD3 名，大学
院生 11 名），調査地点は 9 地点，インフォーマント数は 78 名。
2. 2011 年 9 月 4 日～ 7 日に，沖縄県宮古島において合同調査を行った。調査参加者は 39 名（うち共











1.「九州 2 型アクセントの実態 ―熊本県天草市方言の動詞活用のアクセントを中心に―」公開シン
ポジウム「N 型アクセントの原理と成立」（神戸大学，2011.5.）の発表。




1.『人と自然』1（2011 年 3 月）資料紹介「江戸時代のロシア語・薩摩語資料」を執筆。










1. 2011 年 2 月に岩手県遠野市において「昔がたり」の調査収録。















　　 「鹿児島方言 ―南端の難解な方言―」，呉人 惠（編）『日本の危機言語』，pp.187-202. 北海道大学
出版会，2011.6.
　木部暢子








　　 「日本語イントネーションのタイポロジー ―疑問文のイントネーション―」，2011 年台大日本語
文創新国際シンポジウム（台湾大学）2011.11.4.
　Nobuko Kibe




































































































2. 世論調査型の全国調査として，2009 年度に「カタカナ語に関する意識調査」，2010 年度に「方言意
識に関する全国調査」「言語表現に関する意識調査」，2011 年度に「言葉の使用に関する意識調査」 
「言葉の意味・用法に関する意識調査」を実施し，分析結果の一部を論文として公表した。

























































































・調査実施（2010 ～ 2011 年度）





・分析・研究（2010 ～ 2011 年度）
　 研究目的・仮説をベースにしながら分析を行い，分析・研究成果は，各種研究集会や国内外の学会
で積極的に発表し，諸学会誌・機関誌・専門誌等での論文化を進めた。












　　 “Analyzing dialectological distributions of Japanese”, Dialectologia SPECIAL ISSUE I, pp.123-
135. University of Barcelona, 2010.
　Takuichiro Onishi
　　 “Mapping Japanese dialects”, Dialectologia  SPECIAL ISSUE I, pp.137-146. University of 
Barcelona, 2010.
　Takuichiro Onishi
　　 “Mapping the Japanese language”, Language and Space: An International Handbook of 












　　 “Diﬀusing process of dialectological distributions”, 6th Congress 6 of International Society for 












　　 “The process of the areal formation of a dialect: A new theory of the formation of the 
distribution of Japanese dialects”, Fourteenth International Conference on Methods in 
Dialectology (Canada, University of Western Ontario) 2011.8.3.
　大西拓一郎




























【所属学会】International Congress for Dialectologists and Geolinguists, Methods, Foundation for 
Endangered Languages（FEL），関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，
社会言語科学会

























　　 “A new sociolinguistic taxonomy, ‘cookbook', and immigrant communities”, Slavia Centralis . 1, 
pp.113-123. University of Maribor, 2010.7.
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　Yoshiyuki Asahi
　　 “On the relationship of two Japanese regional koines: evidence from pitch-accent patterns 
in Karafuto and Hokkaido Japanese”, Bamberg Studies in English Linguistics 54, pp.321-330. 







　　 “Another Japanese regional koine of Kuril Japanese”, Dialectologia  Special Issue 1, pp.3-19. 

























　Alena Barysevich and Yoshiyuki Asahi
　　 “Review on the fourteenth international conference on METHODS in Dialectology”, 








　　 “Okazaki Survey on Honoriﬁcs III: An Overview”, Japanese Korean Linguistics 19 (University 
of Hawaii) 2009.11.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Japanese and British Contributions to Sociolinguistic Typology”, LVLT (Language Variation 
and Linguistic Theory) Talk (Lancaster University) 2009.12.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “A Japanese Contact Variety on the Russian Island of Sakhalin”, Special Lecture at University 
of New England, 2010.3.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Innovative contact-induced phenomena in an endocentric urban community of New Town”, 
RCLT workshop, Shaping of Language: the relationship between the structures of languages 
and their social, cultural, historical and natural environments (La Trobe University) 2010.7.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “'Koineoid' as a result of koineisation: evidence from a Japanese contact dialect”, Sociolingusitics 
Symposium 18 (University of South Hampton) 2010.9.
　Ichiro Ota, Shoji Takano, Hitoshi Nikaido, Akira Utsugi, Yoshiyuki Asahi
　　 “Dephrasing as a Sociolinguistic Variable in Japanese Regional Dialects”, Sociolingusitics 
Symposium 18 (University of South Hampton) 2010.9.
　朝日祥之
　　 「国立国語研究所の継続する言語の定点経年調査」，日本行動計量学会第 38 回大会（埼玉大学）
2010.9.
　朝日祥之，ダニエル・ロング





　　 “Rises and Falls of the three Japanese Regional Koines”, 12th New Zealand Language and 
Society Conference (Auckland University of Technology) 2010.11.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Rises and Falls of the three Japanese Regional Koines”, 12th New Zealand Language and 
Society Conference (Auckland University of Technology) 2010.11.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Contact dialectology in Japanese Contexts”, NWAV Asia Paciﬁc 1 (University of Delhi) ［招待
講演］2011.2.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Accentuation pattern in a highly isolated sociolinguistic setting: a case of Sakhalin Japanese in 
Russia”, NWAV Asia Paciﬁc 1 (University of Delhi) 2011.2.
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　Yoshiyuki Asahi






　　 「『空間参照枠表現』の地域較差と指向性について」，第 27 回社会言語科学会研究大会（桜美林大
学）2011.3.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Linguistic outcomes of similar dialect contact situations in three Japanese-speaking 
communities”, ICHL20 (National Museum of Ethnology) 2011.7. 
　Yoshiyuki Asahi, Gavin Furukawa, Mie Hiramoto
　　 “Japanese Language in Hawaii”, International Symposium: Interdisciplinary approaches to oral 
history data (University of Hawaii at Manoa) 2011.8.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Why use oral history records into linguistic studies?”, International Symposium: 
Interdisciplinary approaches to oral history data (University of Hawaii at Manoa) 2011.8.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Same dialects, similar contact settings, and diﬀerent sociolinguistic histories: formation of the 
three regional koines”, METHODS XIV (University of Western Ontario) 2011.8.
　Ichiro Ota, Shoji Takano, Hitoshi Nikaido, Akira Utsugi, and Yoshiyuki Asahi





　　 “Role of working experience and age in the innovative honoriﬁc form”, NWAV40 (Georgetown 
University) 2011.10.
　朝日祥之
　　 「「樺太ことば集」に見る樺太方言と北海道方言の関係」，第 195 回北海道方言研究会例会（札幌
市北区民センター）2011.11.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “On the nativisation of a new town koine: a case of Japanese Seishin New Town”, 9th 





　　 “High dialect contact, acquisition of sociolinguistic variation and the role of a standard variety: 
the case of a Japanese New Town”, ViLA (Variation in Language Acquisition) 2012, (University 














































































































通語訳テキスト，方言テキストのそれぞれについて，文節単位の KWIC（約 15 万レコード）を作成し，
これを検索できるデータベースを作成した。対訳形式の KWIC のテキストファイルなども作成した。
これらと『方言談話資料』全 19 巻，『方言録音シリーズ』全 15 巻の文字化テキストのデータ，音声


















































　2010 年 11 月に開始した本プロジェクトは，同年度中は 3 月に研究発表会を行った。2011 年度は副
詞“全然”に関する研究というテーマのもとで，これまでほとんど使われてこなかった中国資料や日
記，昭和 10 年代の学術誌といった資料に基づき各自が研究を行い，メンバー 4 名が 6 月と 9 月の研
究発表会で 2 名ずつ発表した。その際及びその後の意見交換・討論を経て，10 月の日本語学会でブー
ス発表を行った。ここでは，「“全然”は本来否定を伴うべき副詞である」という規範意識は昭和 10
年代にはまだ発生していなかった可能性が高いことを明らかにした。この発表については，日本経済
新聞ウェブ版「ことばオンライン」で取り上げられ（12 月 13 日掲載），アクセスランキングで当日




























　　 「言語の規範意識と使用実態 ―副詞“全然”の「迷信」をめぐって」，日本語学会平成 23 年度秋
季大会（高知大学）2011.10.
　新野直哉
　　 「「“全然”＋肯定」に関する日本語学研究者の言語規範意識」，JLVC2012（Japanese Language 
Variation and Change conference2012）（国立国語研究所）2012.3.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】




































　　 『米国議会図書館蔵『源氏物語』翻刻 桐壺～藤裏葉』，2010 年度人間文化研究連携共同推進事業 
「海外に移出した仮名写本の緊急調査」報告書，国立国語研究所，2011.3.
　斎藤達哉，伊藤鉄也，豊島秀範，高田智和，小木曽智信
























































　2009 年度から 2010 年度にかけては，当時実施中であった特定領域研究「日本語コーパス」の成果
発表会のサテライトワークショップという形で，一般からも応募可能なコーパス日本語学の公開ワー
クショップを開催した。2011 年度からは新たに「コーパス日本語学ワークショップ」を開始した。





















　　 “Coarticulatory reinterpretation of allophonic variation: Corpus-based analysis of/z/in 









　 Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Takehiko Maruyama, Masaya Yamaguchi, Hideki Ogura, 
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Wakako Kashino, Toshinobu Ogiso, Hanae Koiso, and Yasuharu Den
　　 “Design, Compilation, and Preliminary Analyses of Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese”, Proceedings of LREC 2010, pp.1483-1486. (Malta) 2010.5.
　 Yasuharu Den, Hanae Koiso, Takehiko Maruyama, Kikuo Maekawa, Katsuya Takanashi, Mika 
Enomoto and Nao Yoshida
　　 “Two-level annotation of utterance-unit in Japanese dialogs: An empirically emerged scheme”, 
Proceedings of LREC 2010, pp.2103-2110. (Malta) 2010.5.
　Masako Fujimoto, Kikuo Maekawa and Seiya Funatsu
　　 “Laryngeal Characteristics during the Production of Geminate Consonants”, Proceedings of 
INTERSPEECH2010, pp.925-928. (Makuhari) 2010.9.
　Kikuo Maekawa
　　 “Final lowering and boundary pitch movements in spontaneous Japanese”, Proceedings of DiSS-
LPSS Joint Workshop 2010, pp.47-50. (Tokyo) 2010.9.
　Kikuo Maekawa













　　 “Development of Japanese Corpora at the National Institute for Japanese Language and 
Linguistics: With Emphasis on Five Sources of Difficulty in Japanese Corpus Development”, 
Lexicography: Theoretical and Practical Perspectives (ASIALEX2011 Proceedings), pp.17-26.［基
調講演］2011.8.
　前川喜久雄
　　 「国立国語研究所における言語資源開発：KOTONOHA 計画の今後」，平成 23 年度情報処理学会
関西支部大会［招待講演］2011.9.
　Kikuo Maekawa.
　　 “Linguistics-Oriented Language Resource Development at the National Institute for Japanese 






　　 “Linguistics-Oriented Language Resource Development at the National Institute for Japanese 





















































　　 「明治大正期における補助動詞「去る」について」，近代語学会編『近代語研究 第 15 集』，
pp.444-465. 武蔵野書院，2010.10.
　小木曽智信
　　 「自分のプログラムでウェブにアクセスできると」，荻野綱男，田野村忠温編『講座 IT と日本語



















　　 「コーパスを利用した近代語研究 ―太陽コーパスと近代文語 UniDic―」，東京外国語大学 GCOE
プロジェクト講演会 / 語学研究所定例研究会，2009.12.
　小木曽智信，小椋秀樹，田中牧郎，近藤明日子，伝 康晴
　　 「中古和文を対象とした形態素解析辞書の開発」，情報処理学会 第 85 回人文科学とコンピュータ
研究発表会，2010.2.
　小木曽智信
　　 「女性向けインターネット Q&A サイトにおける可能表現形式の使用実態」，第 25 回社会言語科
学会研究大会，2010.3.
　小椋秀樹，原 裕，小木曽智信，小磯花絵，宮内佐夜香













　　 「形態素解析辞書 UniDic における同語異語判別について」，言語処理学会第 16 回年次大会，
2010.3.
　小木曽智信，小椋秀樹，小磯花絵，宮内佐夜香，渡部涼子，伝 康晴
　　 「形態素解析辞書のベンチマークテスト ―IPAdic・NAIST-jdic・UniDic のジャンル別精度比較」，
言語処理学会第 16 回年次大会，2010.3.
　 Charles Muller, Kozaburo Hachimura, Shoichiro Hara, Toshinobu Ogiso, Mitsuru Aida, Koichi 
Yasuoka, Ryo Akama, Masahiro Shimoda, Tomoji Tabata, Kiyonori Nagasaki
　　 “The Origins and Current State of Digitization of Humanities in Japan”, The Digital Humanities 
2010 conference (DH2010) 2010.7.
　小木曽智信，伝 康晴
　　 「UniDic2.0：言語資源としての電子化辞書」，特定領域研究「日本語コーパス」平成 22 年度全体
会議，2010.8.
　山田 篤，渡部涼子，小木曽智信






　　「形態素解析辞書「中古和文 UniDic」とその活用例」，日本語学会 2010 年度秋季大会，2010.10.
　小木曽智信，中村壮範






　　 「「近代文語 UniDic」「中古和文 UniDic」を利用した総索引作成システムの開発」，情報処理学会
じんもんこん 2010（じんもんこん 2010 論文集 2010（15），pp.119-124.）2010.12.
　小椋秀樹，須永哲矢，小木曽智信，近藤明日子，田中牧郎
　　「「中古和文 UniDic」における言語単位の設計」，言語処理学会第 17 回年次大会，2011.3.9.
　小磯花絵，田中弥生，小木曽智信，近藤明日子










　　 「Web 版コーパス検索アプリケーション「中納言」の公開」，言語処理学会第 17 回年次大会，
2011.3.9.
　小木曽智信，間淵洋子，前川喜久雄









　　 「階層的形態論情報を考慮した『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の公開用 XML フォーマッ
ト」，特定領域研究「日本語コーパス」平成 22 年度公開ワークショップ，2011.3.15.
　小木曽智信，伝 康晴













　Yasuhiro Kondo, Toshinobu Ogiso
　　 “Introduction to the NINJAL diachronic corpus and the UniDic dictionary”, Oxford-NINJAL 









　　 「階層的形態論情報を考慮した『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の公開用 XML フォーマッ
ト」，日本語コーパス完成記念講演会，2011.8.2.
　小木曽智信
　　 「歴史的資料を対象とした形態素解析辞書によるテキスト解析」，The 13th International 




　Teruaki Oka, Mamoru Komachi, Toshinobu Ogiso and Yuji Matsumoto
　　 “Automatic Labeling of Voiced Consonants for Morphological Analysis of Modern Japanese 
Literature”, The 6th International Joint Conference on Natural Language Processing (ChiangMai, 
Thailand) 2011.11.9.
　小木曽智信




















　第 5 回『中納言』による BCCWJ 検索入門（国立国語研究所）2012.2.9



















　　 「中古和文を対象とした形態素解析辞書の開発」，第 85 回人文科学とコンピュータ研究会発表会
（琉球大学）2010.2.6. 
　小椋秀樹，原 裕，小木曽智信，小磯花絵，宮内佐夜香
　　 「形態素解析辞書 UniDic における同語異語判別について」，言語処理学会第 16 回年次大会（東
京大学）2010.3.10.
　小木曽智信，小椋秀樹，近藤明日子，須永哲也
　　 「形態素解析辞書「中古和文 UniDic」とその活用例」，日本語学会 2010 年度秋季大会（愛知大学）
2010.10.24.
　小椋秀樹，須永哲矢，小木曽智信，近藤明日子，田中牧郎
　　 「「中古和文 UniDic」における言語単位の設計」，言語処理学会第 17 回年次大会（豊橋技術科学 
大学）2011.3.8.
　小椋秀樹
　　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』における現代語表記のゆれ」，第 98 回国語語彙史研究会（奈
良女子大学）2011.9.17.
　小椋秀樹























　人手付与の作業上の問題点の検討として，判断のゆれを検証した（Kashino and Okumura 2010）。
明確な判断基準や典型例の例示のない作業初期段階では中～低度の一致であった。しかしながら，作
業者間で意見交換を行い，典型例を抽出し，マニュアルを整備することで，一致度の向上を確認する









　　 「第 4 章 形態素解析」，荻野綱男・田野村忠温（編）『講座 IT と日本語研究 2 アプリケーション
ソフトの基礎』，pp.131-186. 明治書院，2011.5.
　柏野和佳子
　　 「コーパスに基づく辞書づくり : これからの国語辞典はこう変わる」，『知能と情報』23（5），
pp.705-713. 2011.10.
《国際会議録》
　Wakako Kashino and Manabu Okumura
　　 “An Approach toward Register Classification of Book Samples in the Balanced Corpus of 
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　　 「1.3 辞書」，「1.3.1 国語辞典」，「1.3.3 計算機処理用日本語辞書」，「1.3.4 シソーラス」，言語処理














































































　Makiro Tanaka and Hilofumi Yamamoto
　　 “An analysis of Sino-Japanese words of the Heian period for the development of the historical 
Japanese dictionary”, ASIALEX2011 Proceedings LEXICOGRAPHY: Theoretical and Practical 
















　　 「教科語彙を辞書記述に取り込むために」，荻野綱男編『特定領域「日本語コーパス」平成 21 年
度研究成果報告書コーパスを利用した国語辞典編集法の研究』，pp.101-111. 2010.2.
　田中牧郎























　　 「コーパスの語彙頻度を用いた教育語彙の検討」，韓国日本語学会第 20 回国際学術発表会（韓国・
建国大学）2009.9.
　田中牧郎
　　「外来語の定着のために」，第 36 回 語彙・辞書研究会 研究発表会（新宿 NS ビル）2009.11.
　田中牧郎
　　 「国語教育で語彙レベルを使うために」，特定領域研究「日本語コーパス」平成 21 年度公開ワー
クショップ（国立国語研究所）2010.3.
　田中牧郎





















　Makiro Tanaka and Hilofumi Yamamoto
　　 “Quantitative Analysis of Loanwords of Eight Literary Works in the Heian Period”, Osaka 
Symposium on Digital Humanities 2011, 2011.9.
　田中牧郎























































　　 「第 3 章 コーパスデータの処理方法」，荻野綱男・田野村忠温編『講座 IT と日本語研究 5 コー
パスの作成と活用』，pp.83-122. 明治書院，2011.
　丸山岳彦
　　 「第 10 章 コーパス日本語学」，益岡隆志（編）『はじめて学ぶ日本語学』，pp.185-202. ミネルヴァ
書房 . 2011.
《国際会議録》
　Maruyama, Takehiko, Makoto Yamazaki, and Kikuo Maekawa
　　 “Statistical sampling method used in the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese”, 
Current ISSUES in Unity and Diversity of Languages: Collection of the Papers Selected from 
the CIL 18 , 3864-3876. LSK (The Linguistic Society of Korea) 2009.
　 Maekawa, Kikuo, Makoto Yamazaki, Takehiko Maruyama, Masaya Yamaguchi, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Toshinobu Ogiso, Hanae Koiso, and Yasuharu Den
　　 “Design, Compilation, and Preliminary Analyses of Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese”, Proceedings of the 7th International Conference on Language Resources and 
Evaluation (LREC2010), pp.1483-1486. (Valletta, Malta) 2010.5.
　 Den, Yasuharu, Hanae Koiso, Takehiko Maruyama, Kikuo Maekawa, Katsuya Takanashi, Mika 
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Enomoto, and Nao Yoshida
　　 “Two-level annotation of utterance-units in Japanese dialogs: An empirically emerged scheme”, 
Proceedings of the 7th International Conference on Language Resources and Evaluation 
(LREC2010), pp.2103-2110. (Valletta, Malta) 2010.5.
　Maruyama, Takehiko, Katsuya Takanashi, and Nao Yoshida
　　 “An Annotation Scheme for Syntactic Unit in Japanese Dialog”, Proceedings of DiSS-LPSS 
Joint Workshop 2010. The 5th Workshop on Disﬂuency in Spontaneous Speech, and The 2nd 











　 山崎 誠，小椋秀樹，小沼 悦，柏野和佳子，佐野大樹，高田智和，冨士池優美，間淵洋子，丸山岳彦，
山口昌也
　　 「研究活動・成果の総括：データ班 代表性を有する現代日本語書籍コーパスの構築」，『特定領域 




























　　 「評価表現に基づくブログ分類の試み ―アプレイザル理論を用いて―」，『言語処理学会 第 16 回
年次大会 発表論文集』，pp.174-177. 言語処理学会，2010．
　丸山岳彦，高梨克也，吉田奈央




限界―」，『言語処理学会 第 16 回年次大会 発表論文集』，pp.150-153. 言語処理学会，2010.
　佐野大樹，田中牧郎，丸山岳彦
　　 「「病院の言葉」の類型の推測とモデル化 ―『現代日本語書き言葉均衡コーパス』における語の
使用度数を用いた一考察―」，『日本言語学会 第 140 回大会 予稿集』，pp.370-375. 日本言語学会，
2010.
　田頭（谷口）未希，丸山岳彦






　　 「「語り性」を有する書きことばの典型例の分析」，『第 1 回 コーパス日本語学ワークショップ 予
稿集』，pp.139-146.（国立国語研究所）2012．
　 柏野和佳子，立花幸子，保田 祥，丸山岳彦，奥村 学，佐藤理史，徳永健伸，大塚裕子，佐渡島紗
織
　　 「テキストの硬さと軟らかさの考察 ―『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の収録書籍を対象に
―」，『第 1 回 コーパス日本語学ワークショップ 予稿集』，pp.131-138.（国立国語研究所）2012.
　丸山岳彦










































　 Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Takehiko Maruyama, Masaya Yamaguchi, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Toshinobu Ogiso, Hanae Koiso, and Yasuharu Den
　　 “Design, Compilation, and Preliminary Analyses of Balanced Corpus of Contemporary Written 






　　 「作文支援システム TEachOtherS における添削の「効率化」」，言語処理学会第 16 回年次大会予
稿集，2010.3.
　北村雅則，加藤良徳，棚橋尚子，山口昌也









　　 「日本語教育における多様な作文指導形態へ対応した Web ベース作文支援システム」，第 15 回
ヨーロッパ日本語教育シンポジウム（ルーマニア）2010.8.
　山口昌也，北村雅則
　　 「相互教授型作文支援システムにおける相互添削促進手法の実現」，日本教育工学会第 26 回全国
大会講演論文集，2010.9.
　北村雅則，山口昌也
　　 「相互添削を取り入れた作文授業の設計と実践」，日本教育工学会第 26 回全国大会講演論文集，
2010.9.
　山口昌也，北村雅則
　　 「作文授業における引用技術習得を支援する手法の提案」，言語処理学会第 17 回年次大会予稿集，
2011.3.
　北村雅則，山口昌也





















































































































　　 「語彙の豊かさを表す指標に影響を与える品詞の特徴」，第 10 回日本語教育国際研究大会，天津
外国語大学，2011.8.
　山崎 誠
　　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の概要と日本語教育への応用」，第 10 回日本語教育国際研
究大会（天津外国語大学）2011.8.
　山崎 誠










　　 「『現代日本語書き言葉コーパス』による日本語研究の展開」，言語処理学会第 18 回年次大会
（NLP2012）（広島市立大学）［招待講演］2012.3.
　山崎 誠











　第 5 回『中納言』による BCCWJ 検索入門（国立国語研究所）2012.2.9.
　第 6 回『中納言』による BCCWJ 検索入門（国立国語研究所）2012.2.16.
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【職歴】グリフィス大学言語センター Senior Teaching Fellow（1979），名古屋大学文学部 助教授
（1979），筑波大学文芸・言語学系 助教授（1990），同 教授（1993），東京大学文学部附属文化交流研




【所属学会】Australian Linguistic Society，日本言語学会，Association for Linguistic Typology
【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，Paciﬁc Linguistics（The Australian National University）













発表会を 4 回行い，のべ 12 人が発表した。共同研究発表会以外の場でも，口頭発表を行い，論文を
刊行している。若手研究者の育成の面でも成果が挙がった。
　2011 年度は，体言締め文について各共同研究員が担当する言語のデータを収集し，分析を進めた。










　 Tasaku Tsunoda (ed.) Adnominal Clauses and the ‘Mermaid Construction’: Grammaticalization of 
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発表会を 4 回行い，のべ 12 人が発表した。共同研究発表会以外の場でも，口頭発表を行い，論文を
刊行している。若手研究者の育成の面でも成果が挙がった。
　2011 年度は，節連接について，各共同研究員が担当する言語のデータを収集し，分析を進めた。














　　A Grammar of Warrongo. Berlin and New York: De Gruyter Mouton, 2011.12.
《論文・ブックチャプター》
　Tasaku Tsunoda, Mie Tsunoda
　　 “The revival movement of the Warrongo language of northeast Australia”, Jelisava Dobovsek-
Sethna, Frances Fister-Stoga and Cary Duval (eds.), Linguapax Asia: A Retrospective Edition of 
Language and Human Rights Issues [:] Collected Proceedings of Linguapax Asia Symposia 2004-












　　「人魚構文 : 日本語学から一般言語学への貢献」，『国立国語研究所論集』1，pp.53-75. 2011.
【講演・口頭発表】
　角田太作
　　 「世界の諸言語から見た日本語」，人間文化研究機構第 11 回公開講演会・シンポジウム「ウチか
ら見た日本語 ソトから見た日本語」（有楽町朝日ホール）2009.12.5.
　角田太作
　　 「言語の記述，特に危機言語の記述」，日本エドワード・サピア協会第 25 回研究発表会（専修大学）
［招待講演］2010.10.23.
　角田太作
　　 「人類文化からみた日本語記述文法の未来」，日本語文法学会第 11 回大会シンポジウム「日本語
の記述文法の未来を考える」（就実大学）［招待講演］2010.11.6.
　角田太作






　　 「ことばの類型と多様性」，人間文化研究機構第 14 回公開講演会・シンポジウム「ことばの類型
と多様性」（有楽町朝日ホール）2011.2.19.
　角田太作
　　 “The hierarchy of two-place predicates: its limitations and uses”, Conference on Valency Classes 
in the World’s Languages (Max Planck Institute for Evolutionary Anthropology, Leipzig, 
Germany)［招待講演］2011.4.16.
　角田太作
　　 「ワロゴ語（豪州）における属性の表現」，日本言語学会第 142 回大会公開シンポジウム「言語に
おけるデキゴトの世界とモノの世界」（日本大学文理学部）2011.6.19.
　角田太作
　　 「世界の言語から見た日本語・日本語から見た世界の言語」，第 5 回 NINJAL フォーラム「日本
語新発見―世界から見た日本語―」（一橋記念講堂）2012.3.24.
【その他の学術的・社会的活動】















【職歴】国立国語研究所言語計量研究部 文部教官（1988），同 情報資料研究部（1989），同 日本語教
育センター（1992），同 主任研究官（1997），独立行政法人国立国語研究所日本語教育部門 主任研究
員（2001），同 領域長（2004），同 日本語教育基盤情報センター グループ長（2006），大学共同利用
機関法人人間文化研究機構国立国語研究所言語対照研究系 教授（2009.10），同 辞職（2011.3）
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【学歴】Harvard University，Linguistics & Philosophy 卒業（1976），筑波大学文芸言語研究科修士
課程修了（1980），Harvard University，Linguistics 博士課程修了（1985）




【学会等の役員・委員】Cahiers de Linguistique - Asie Orientale（パリ）編集委員，『言語研究』（韓国）





　John Whitman, Dianne Jonas and Andrew Garrett
　　Grammatical Change: Origins, Nature, Outcomes, Oxford: Oxford University Press, 2011.
《論文・ブックチャプター》
　John Whitman
　　 “Northeast Asian linguistic ecology and the advent of rice agriculture in Korea and Japan”, Rice 
4(3-4), pp.149-158. 2011.
　John Whitman
　　“The ubiquity of the gloss”, Scripta 3, pp.95-121. 2011.
　John Whitman, Dianne Jonas and Andrew Garrett
　　 “Introduction”, Dianne Jonas, John Whitman and Andrew Garrett (eds.) Grammatical Change: 
Origins, Nature, Outcomes , Oxford University Press, pp.1-12. 2011.
　John Whitman and Jaklin Kornﬁlt
　　 “Introduction: Nominalizations in linguistic theory”, Jaklin Kornfilt and John Whitman (eds.) 
Nominalizations in linguistic theory (special issue), Lingua.121(7), pp,1160-1163. 2011.
　John Whitman and Jaklin Kornﬁlt
　　 “Afterword: Nominalizations in linguistic theory”, In Kornﬁlt, Jaklin and John Whitman (eds.) 
Nominalizations in linguistic theory (special issue), Lingua.121(7), pp.1297-1313. 2011.
　John Whitman and Tomohide Kinuhata
　　 “The genesis of indeﬁnite pronouns in Japanese and Korean”, William McClure (ed.) Japanese/
Korean Linguistics 18, pp.88-100. Stanford: CSLI. 2011.
　John Whitman and Bjarke Frellesvig
　　 “Prenominal complementizers and the derivation of complex NPs in Japanese and Korean”, 




　　「言語資源としての日本語」（金水 敏他との座談会録）Bungaku 12（3），pp.2-51. 岩波書店，2011.
【講演・口頭発表】
　John Whitman and Yuko Yanagida
　　 “A Korean grammatical borrowing in Early Middle Japanese kunten texts and its relation to 
the syntactic alignment of earlier Korean and Japanese”, Japanese/Korean Linguistics 21 (Seoul 
National University) 2011. 
　John Whitman, Nayoung Kwon, Jiwon Yun, and John Hale
　　 “Processing of Noun Complement Complex NPs with subject and object pro in Korean”, CUNY 




















2007　 第 1 回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』優秀賞：パルデシ・プラシャント，桐生和幸，
石田英明，小磯千尋（編）2007.『日本語 ―マラーティー語基本動詞用法事典』（428 ページ）。
財団法人博報児童教育振興会 2005 年度第 1 回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』の研
究助成支援による「日・マラーティー語の対照研究・日本語教育用基本動詞用法事典の作成」
プロジェクト報告書。
2000　 The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of 
South Asian Languages and Linguistics 2000”，Sage Publications. New Delhi，Thousand 
























　　 『言語のタイポロジー ―認知類型論のアプローチ』（講座認知言語学のプロンティア第 5 巻）（担
当：第 4 章，5 章，pp.185-243.），研究社，2009.
　西光義弘，プラシャント・パルデシ（編）
　　 『自動詞・他動詞の対照』（中川政之，西光義弘，益岡隆志 編 シリーズ言語対照＜外から見る日
本語＞第 4 巻），くろしお出版，2010.
《論文・ブックチャプター》
　Peter Hook and Prashant Pardeshi
　　 “The semantic evolution of EAT-Expressions: ways and byways”, John Newman (ed.) The 
Linguistics of Eating and Drinking, pp.153-172. John Benjamins, 2009.
　プラシャント・パルデシ
　　 「南アジア諸語における非顕在的な動作主構文」，東北大学言語認知総合科学 COE 論文集刊行
委員会編『言語・脳・認知の科学と外国語習得（Language, Brain, and Cognition: Typological, 
Neurocognitive, and Applied Perspectives）』，pp.21-40. ひつじ書房，2009.
　Peter Hook and Prashant Pardeshi
　　 “A Taxonomy of EAT-Expressions in Marathi”, Rajendra Singh (ed.) Annual Review of South 
Asian Languages and Linguistics 2009, pp.41-63. Mouton de Gruyter, 2009.
　Kazuyuki Kiryu and Prashant Pardeshi
　　 “Research on South Asian Languages in Japan: 2000-2008”, Rajendra Singh (ed.) Annual Review 
of South Asian Languages and Linguistics 2009, pp.149-169. Berlin: Mouton de Gruyter, 2009.
　Luming Wang, Kaoru Horie and Prashant Pardeshi
　　 “Toward a functional typology of noun modifying constructions in Japanese and Chinese: A 







他動詞の対照』（シリーズ言語対照＜外から見る日本語＞第 4 巻），pp.7-32. くろしお出版，2010.
　プラシャント パルデシ，西光義弘
　　 「他動性のプロトタイプとその拡張におけるバリエーション」，西光義弘，プラシャントパルデシ
編『自動詞・他動詞の対照』（シリーズ言語対照＜外から見る日本語＞第 4 巻），pp.1-6. くろし
お出版，2010.
　Prashant Pardeshi
　　 “A contrastive study of metaphorical extensions of in front of and behind in Marathi, Hindi and 
Japanese”, P.A. George (ed.) Japanese Studies: Changing Global Proﬁle , pp.552-558. New Delhi: 
National Book Centre, 2010.
　Prashant Pardeshi, Kaoru Horie, and Shigeru Sato
　　 “An anatomy of the posture verb‘sit’in Marathi: A cognitive-functional account”, Sally Rice and 
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John Newman (eds.) Empirical and Experimental Methods in Cognitive/Functional Research, 
pp.91-107. Stanford: CSLI, 2010.
　Shinohara Kazuko and Prashant Pardeshi
　　 “The more in front, the later: The role of positional terms in time metaphors”, Journal of 
Pragmatics 43, pp.749‒758. 2011.
　Prashant Pardeshi
　　 “A descriptive account of the transitivity spectrum in Marathi”, Omkar N. Koul (ed.) Indo-
Aryan Linguistics , Mysore, India: Central Institute of Indian Languages, pp.181-200. 2011.
　Peter Hook and Prashant Pardeshi
　　 “Sylleptic uses of EAT-expressions in Indo-Aryan verbal art”, Omkar N. Koul (ed.) Indo-Aryan 



















逆行表現，授受・受益表現の対象を通じて」，麗澤大学言語研究センター 第 45 回研究セミナー，
2010.1.21.
　Prashant Pardeshi
　　 “Blowing hot, hotter and hotter yet: Temperature vocabulary in Marathi and Hindi-Urdu 
and its extension to the world of emotions”, Presented at the Workshop on Temperature in 
Language and Cognition, Department of Linguistics (Stockholm University, Sweden) 2010.3.19-
20.
　Hsin-hsin Liang, Prashant Pardeshi, and Peter E. Hook
　　 “Semantic neutralization in complex predicates in East and South Asian languages”, Presented 
at the International Association of Chinese Linguistics (IACL)-18 & North American Conference 
on Chinese Linguistics (NACCL)-22 (Harvard University, Cambridge, MA, USA) 2010.5.20-22.
　Prashant Pardeshi and Peter Hook
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　　 “When Marathi meets Farsi: A case study in language contact”, Presented at the 13th 
International Conference on Maharashtra: Culture and Society (University of Saints Cyril and 









　　 “Motion events in Marathi: Variation in the encoding of path and deixis”, Presented at the 11th 
International Cognitive Linguistic Conference (ICLC 11), Xi’an International Studies University, 
Xi’an, China, 2011.7.11-17.
　プラシャント・パルデシ，赤瀬川史郎
　　 「BCCWJ を活用した基本動詞ハンドブック作成 ―コーパスブラウジングシステム NINJAL-
LWP の特徴と機能―」，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』完成記念講演会，2011.8.3.
　プラシャント・パルデシ，山崎 誠，今村泰也




　　 “The passive and related constructions in Marathi (Indo-Aryan)“, Presented at the Department 
of Linguistics (Max Planck Institute for Evolutionary Anthropology, Leipzig, Germany) 
2011.9.13.
　Yuko Yoshinari, Prashant Prdeshi and Sung-Yeo Chung
　　 “Use of transitive verbs in the depiction of accidental events in Japanese and Korean: A psycho-
linguistic study”, Presented at the 21st Japanese/Korean Linguistics Conference (JK21), (Seoul 
National University) 2011.10.20-22.
　プラシャント・パルデシ，吉成祐子
　　 「他動性と意図性の相関関係」，日本語文法学会第 11 回大会パネルセッション 自動詞・他動詞の
対照研究の新地平（就実大学）2011.11.6-7.
　赤瀬川史郎，Prashant Pardeshi




　　 「コーパスを利用した基本動詞ハンドブック作成 ―コーパスブラウジングツール NINJAL-LWP







の展望」（Sumant Moolgaokar Auditorium, Mahratta Chamber of Commerce, Industries and 
Agriculture (MCCIA), Trade Tower プネー，インド）2012.3.25.
　赤瀬川史朗，プラシャント・パルデシ，今村泰也
　　 「BCCWJ コロケーション検索ツール NINJAL-LWP デモンストレーション」，国立国語研究所
独創・発展型共同研究プロジェクト「日本語学習者用基本動詞用法ハンドブックの作成」国際
ワークショップ「日本語―マラーティー語基本動詞ハンドブックの作成に向けて：現状および未
来の展望」（Sumant Moolgaokar Auditorium, Mahratta Chamber of Commerce, Industries and 





び未来の展望」（Sumant Moolgaokar Auditorium, Mahratta Chamber of Commerce, Industries 
and Agriculture (MCCIA), Trade Tower プネー，インド）2012.3.25.
【その他の学術的・社会的活動】
・ 「言語と認知の類型論：日本語とマラーティー語の対照研究から見えてくる認知の多様性」，人間文
















2011　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto
　　　 Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and 
Knowledge Engineering, “Dual Decomposition for Predicate-Argument Structure Analysis”
2010　 Katsumasa Yoshikawa, Tsutomu Hirao, Sebastian Riedel, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto
　　　 The Best Paper Award of the SMBM2010 (the Fourth International Symposium on Semantic 
Mining in Biomedicine), “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on 
Biomedical Text”
2008　岩立将和，浅原正幸，松本裕治
　　　 言語処理学会第 14 回年次大会 優秀発表賞，「トーナメントモデルを用いた日本語係り受け解
析」
2003　浅原正幸




　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, and Yuji Matsumoto
　　 “Robust integrated models for Chinese predicate-argument structure analysis”, China 
Communications 9(3), pp.10-18. 2012.3.
《国際会議録》
　Asad Habib, Masakazu Iwatate, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto, and Wajeeha Khalil 
　　 “Optimized and hygienic touch screen keyboard for large set languages”, Proceedings of 




　　 「アノテーションと心理言語学」，第 1 回コーパス日本語学ワークショップ併設シンポジウム，
2012.3.
　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto





























































































　　 「評価の「個人差」に着目することの意味 ―より深い自己認識につなげるための評価論―」，13th 





































　日本語教育基盤情報センターで実施した調査も含め，2012 年 3 月まで 5 年間の縦断調査のレイティ
ングの結果から，次のことが判明した。
（1 ）散在地域（秋田県能代市）の学習者に対する OPI の枠組みを活用した縦断調査から，レベルの
変化と彼らが必要とする日本語会話力に関する一定の特徴がみえてきた。









































の日本語学習者の事例を比較しながら―」，Seventh International Conference on Practical 
Linguistics of Japanese（サンフランシスコ州立大学）2011.3.6.
　野山 広，嶋田和子，當作靖彦，岩崎典子







　　 「結婚移住女性の言語的特徴と日本語教育支援の在り方に関する一考察 ―散在地域における 4 年




イリンガリズム研究学会第 30 回記念国際大会（International Conference Commemorating the 
30th Anniversary of the Korean Society of Bilingualism）（韓国・成均館＝ソンギュングァン大
学校）［招待講演］2011.11.6.
　野山 広



















・ 2009 年 10 月から 2012 年 3 月までに，大学の特別講座（お茶の水女子大学，東京大学，佐賀大学，
東京外国語大学），自治体・教育委員会（前橋市，豊橋市，千葉市，能代市等），国際交流協会・
NPO 等（浜松市，松本市，西東京市，練馬区，広島市，札幌市）の研修等に講師として（年に 5




　 連携大学院（国際交流基金・政策研究大学院大学）の修士課程の授業（2009.10 ～ 2012.3）及び博
士課程の学生の指導・論文審査（主査：2012.2 ～ 3）
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からわかること―」，『言語教育評価研究』1，pp.35-46. 言語教育評価共同研究所 AELE 編集委員
会（桜美林大学，国際交流基金）2009.10.
　森 篤嗣

































































　　 「やさしい日本語による公文書の書き換え」，第 5 回国際連携教育シンポジウム「国際連携教育と
ユニバーサル・デザイン」（長岡技術科学大学マルチメディアシステムセンター）2010.3.
　松田真希子，児玉茂昭，竹元勇太，石坂達也，森 篤嗣，川村よし子，山本和英
　　 「コーパスの異なりと単語親密度を活用した日本語共通基礎語彙の抽出」，言語処理学会第 16 回
年次大会（東京大学本郷キャンパス）2010.3.10.
　森 篤嗣
























　　 「外国人の日本語話しことばに対する日本人評価の多様性を探る」，The Seventh International 
Conference on Practical Linguistics of Japanese（ICPLJ7）（サンフランシスコ州立大学）2011.3.6.
　森 篤嗣，バトラー後藤裕子
　　 「授業場面における教室内コミュニケーションでの言語形式と発話意図のギャップについて」，











　政策研究大学院大学 特定課題研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　2009.10 ～ 2010.9.

























　　『日本語基本語辞典 ―基本 1001 位～1500 位―（試行版）』，2013.1.
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用 ―日系ブラジル人労働者との比較から―」（7th International Conference on Practical Linguistics 
of Japanese，2011 年 3 月），「滞日パキスタン人の社会生活と言語使用 ―少数派南アジア移住者の言
語生活―」（日本語教育研究・情報センター公開シンポジウム「多文化共生社会における日本語教育
研究」，2012年2月），「富山在住パキスタン人住民の日本語使用と学習ニーズ ―「生活のための日本語」














　　 「滞日パキスタン労働者の生活と日本語使用 ―日系ブラジル人労働者との比較から」，7th 




























































　2007（平成 19）年 12 月 24 日
　　 「独立行政法人整理合理化計画」が閣議決定され，国立国語研究所は組織形態を見直し，大学共
同利用機関法人に移管されることとなった。











　2009（平成 21）年 3 月 31 日　※資料 2
　　 「独立行政法人に係る改革を推進するための文部科学省関係法律の整備等に関する法律（平成
21 年法律第 18 号）」（独法改革法）が成立した。
　2009（平成 21）年 4 月 1 日
　　 人間文化研究機構内に国立国語研究所設置準備室を設置し，移管後の組織体制，研究計画，職員
の移行及び処遇等の検討・準備を行った。
　2009（平成 21）年 10 月 1 日
































































































































































































































































































































































　独法改革法附則第 15 条では，国語研の移管後 2 年を目途として国語に関する調査研究等の業務及
びこれらを担う組織の在り方について検討を加え，その結果に基づいて所要の措置を講ずることを国





国語研究所組織・業務調査委員会が平成 23 年 7 月にとりまとめた「国立国語研究所の組織・業務に
関する調査・検証結果」が重要な資料となり，次の検討結果が報告された。






























































2009 ～ 2011 年度の開催状況
2009 年度






















































































































　2010 年 1 月 22 日（第 1 回）
　　日本語教育研究・情報センターの整備について審議
　　日本語教育研究・情報センター職員の選考のため，人事委員会の下に日本語教育小委員会を設置




　　研究系に所属する研究職員について，1 年に 2 回（4 月と 10 月）昇任の機会を設ける
　2010 年度開催状況




　2010 年 6 月 11 日（第 2 回）
　　 日本語教育研究・情報センター　准教授として宇佐美洋氏，野山 広氏，森 篤嗣氏を運営会議に
推薦（2010 年 6 月 18 日開催の運営会議で採用決定）
　2010 年 8 月 5 日（第 3 回）
　　 日本語教育研究・情報センター教授として野田尚史氏，言語対照研究系教授としてジョン・ホイッ
トマン（John Whitman）氏を運営会議に推薦（2010 年 9 月 2 日開催の運営会議で採用決定）
　2010 年 12 月 18 日（第 4 回）
　　 内部昇任について，時空間変異研究系及び言語対照研究系について小委員会を設置することにつ
いて審議





　　（2011 年 2 月 21 日開催の運営会議で採用・昇任決定）
　2011 年度開催状況
　2011 年 7 月 19 日（第 1 回）
　　コーパス開発センター　特任准教授として淺原正幸氏を運営会議に推薦
　　内部昇任として，言語資源研究系准教授として山口昌也氏，丸山岳彦氏を運営会議に推薦



















　・ 委員会は 10 名以内の委員をもって組織する。委員は研究所の設置目的について理解のある学外
の学識経験者等の中から所長が委嘱する。





























　・2011 年 2 月 9 日　13：00 ～ 17：00
　　 2010 年度基幹型共同研究プロジェクト及び研究系・センター自己点検ヒアリング（研究成果報
告及び外部評価ヒアリング）
　　基幹型 7 件，研究系・センター 2 件
　・2011 年 2 月 16 日　13：30 ～ 17：00
　　 2010 年度基幹型共同研究プロジェクト及び研究系・センター自己点検ヒアリング（研究成果報
告及び外部評価ヒアリング）
　　基幹型 6 件，研究系・センター 2 件
　・2011 年 2 月 22 日　13：30 ～ 14：30
　　 2010 年度基幹型共同研究プロジェクト及び研究系・センター自己点検ヒアリング（研究成果報
告及び外部評価ヒアリング）
　　基幹型 1 件，研究系・センター 1 件




　・2011 年 3 月 2 日　13：30 ～ 14：50
　　 2010 年度独創・発展型，萌芽・発掘型共同研究プロジェクト及び研究系・センター自己点検ヒ
アリング（研究成果報告及びヒアリング）
　　独創・発展型 1 件，萌芽・発掘型 3 件
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　2011 年度
　・2012 年 2 月 12 日　10：00 ～ 17：35
　　 2011 年度基幹型，独創・発展型共同研究プロジェクト及び研究系・センター自己点検ヒアリン
グ（研究成果報告及び外部評価ヒアリング）
　　基幹型 13 件，研究系・センター 4 件
　・2012 年 2 月 13 日　10：00 ～ 13：50
　　 2011 年度基幹型，領域指定型，独創・発展型，萌芽・発掘型共同研究プロジェクト及び研究系・
センター自己点検ヒアリング（研究成果報告及び外部評価ヒアリング）
　　基幹型 2 件，領域指定型 2 件，独創・発展型 1 件，萌芽・発掘型 2 件，研究系・センター 3 件
　・2012 年 2 月 21 日　10：30 ～ 14：00
　　 2010 年度領域指定型，独創・発展型，萌芽・発掘型共同研究プロジェクト及び研究系・センター
自己点検ヒアリング（研究成果報告及び外部評価ヒアリング）
　　領域指定型 1 件，独創・発展型 3 件，萌芽・発掘型 3 件
　・2012 年 2 月 27 日　10：30 ～ 14：20
　　 2011 年度領域指定型，独創・発展型，萌芽・発掘型共同研究プロジェクト及び研究系・センター
自己点検ヒアリング（研究成果報告及び外部評価ヒアリング）










　平成 21 年 10 月から平成 22 年 2 月上旬までに 5 回開催し，21 年度計画にかかる実施状況の確認及
び現況の調査を行った。これらの自己点検結果を本研究所外部評価委員会に提示して意見を求め，外











































○第 1 回所長賞：（2009 年 10 月 1 日～ 2010 年 9 月 30 日）
　・窪薗晴夫（理論・構造研究系 教授）
　　〈論文〉





　　 論文 “Coarticulatory reinterpretation of allophonic variation: Corpus-based analysis of /z/in spo-
ntaneous Japanese”（Journal of Phonetics 38，2010 年）の刊行によって優れた研究業績を挙げた。
　・プラシャント・パルデシ（言語対照研究系 准教授）
　　〈著書〉




　　社会言語科学会の第 9 回徳川宗賢賞（2009 年度）を受賞（2010.3.13）した。
　・朝日祥之（時空間変異研究系 准教授）
　　〈受賞〉













　・下地賀代子（時空間変異研究系 プロジェクト PD フェロー）
　　〈論文〉
　　 論文『石垣・宮良方言の係助辞 -du の文法的意味役割』が日本語文法学会学会誌『日本語文法』




報発信できるよう『日本語研究・日本語教育文献データベース』を構築した。2011 年 1 月 31 日
に公開し，年 3 回のデータ更新を可能とした。これにより，情報提供の迅速化が図られ，研究者
の利便性向上に寄与した。
○第 3 回所長賞：（2011 年 4 月 1 日～ 2011 年 9 月 30 日）
　・ジョン・ホイットマン（John  Whitman）（言語対照研究系 教授）
　　〈論文〉
　　 Jaklin Kornﬁlt（ジャクリン・コーンフィルト）氏とともに，言語学の分野で，世界のトッ
プレベルのジャーナルである専門誌Lingua，第 121 巻，第 7 号（2011 年 5 月）として，
Ⅴ 資　料 275
Nominalizations in Linguistic Theory（言語理論における名詞化）という題の特別号を編
集した。更に，Jaklin Kornﬁlt（ジャクリン・コーンフィルト）氏と共著で，Introduction: 
Nominalizations in syntactic theory（ 導 入： 統 語 理 論 に お け る 名 詞 化 ） と Afterword: 






　・小川晋史（時空間変異研究系 プロジェクト PD フェロー）
　　〈受賞〉








○第 4 回所長賞：（2011 年 10 月 1 日～ 2012 年 3 月 31 日）
　・前川喜久雄（言語資源研究系 教授）
　　〈論文〉
　　 論文「日本語有声破裂音における閉鎖調音の弱化」（『音声研究』第 14 巻第 2 号掲載）により，





　　 単著A GRAMMAR OF WARRONGO を言語学の分野で傑出した出版活動を続けている国際的








研究教育職員の異動（2009 ～ 2011 年度中の異動者）6
2009 年度
2009.10.1 教授 角田太作 採用 東京大学教授より
2009.10.1 准教授 プラシャント・パルデシ 採用 神戸大学講師より
2010.1.1 教授 ティモシー・バンス 採用 アリゾナ大学教授より
2010.3.31 准教授 尾崎喜光 辞職 
2010.3.31 助教 齋藤達哉 辞職 
2010.3.31 研究員 金田智子 辞職 
2010 年度
2010.4.1 教授・副所長・ 木部暢子 採用 鹿児島大学教授より
 研究系長
2010.4.1 教授・研究系長 窪薗晴夫 採用 神戸大学教授より
2010.7.1 准教授 野山広 昇任 研究員より
2011.3.31 教授 井上優 辞職 
2011.3.31 准教授 森篤嗣 辞職 
2011 年度
2011.4.1 教授 プラシャント・パルデシ 昇任 准教授より
2011.4.1 准教授 新野直哉 昇任 助教より
2011.8.1 教授 ジョン・ホイットマン 採用 コーネル大学教授より
2011.10.1 准教授 丸山岳彦 昇任 助教より
2011.10.1 准教授 山口昌也 昇任 助教より
2012.1.1 特任准教授 淺原正幸 採用 
2012.3.31 教授 角田太作 定年退職 
2012.3.31 准教授 小椋秀樹 辞職 

278 Ⅴ 資　料

2009-20112
0
0
9
―
2
0
1
1
